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目

次

は

じ

め

に

一
、
法
人
格
な
き
社
団
の
成
立

二
、
法
人
格
な
き
社
団
の
法
主
体
性

三
、
法
人
格
な
き
社
団
の
権
利
義
務

の
帰
属
形
態

四
、
法
人
格
な
き
社
団
の
財
産

の
公
示
方
法

五
、
法
人
格
な
き
社
団
の
債
務
と
責
任

お

わ

り

に

99

は

じ

め

に

法
人

格

は
な

い
が

、

そ

の
実
体
が

社
団

で
あ

る
も

の
を

一
般

に
法

人
格

な
き

社
団

(
あ

る

い

は
権
利
能

か

な
き
社

団
)

と

い
う
。
各

種

の
学
会

、
同
窓
会

、
、社
交

ク

ラ
ブ
、
商
店
会

、

P

T
A
な
ど
が

こ
れ

に
.属

す

る
。

わ
が
民
法

は
、
法
人

の
設

立

に
関

し
制

限

主
義

を
採

用

し

⌒
民
法

三

三
条

)
、

か

つ
、
社

団
法
人

を
公
益

を
目
的

と
す
る
も

の

(
同
法

三
四
条
)

と
営

利

を
目
的

と
す

る
も

の
(
同
法

三
五
条

)

に

限

っ
て
い

る
か
ら
(1
)、

社

会

生
活

上
独

立

の
単

一
的

組
織
体

と
し

て
活
動

し
て

い
る
法
人
格

な
き
社
団

の
数

は
非
常

に
多

い
。

と

こ
ろ
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が

、

わ
が

民
法

は
、
法
人

格
な
き
社

団

に

つ
い
て
は
、

な
ん
ら
規
定

し
て

い
な

い
(2
)。

法

人
格

な
き

社
団

を
法
律
上

ど

の
よ
う

に
構
成

し
、
そ

の
行

為

に
対

し

て
ど

の
よ
う

な
法
律
効
果

を
与
え

る
べ
き

か

は
、
も

っ
ぱ
ら

学
説
、
判

例

の
解
釈

に
ま

か
さ
れ

て
い
る

(
頑
細
微
鰍
加

は
培
蹴
細
+
醸

珊
醗
引
断
繊
レ減
額
叫
古
学
謙
線
嬉
鰯

)。
と
こ
ろ
で
、
学
説
は
、
こ
れ
ま
で
法
人
格
な
き
社
団
に
つ
き
い
ろ
い
ろ
な
側
面
か
ら
の
研
究

を
発
表

し

て
き

た
。

し

か
し
、
そ
れ

ら

は
、
法
人
格

な
き
社

団

は
社
団

法

の
理
論

に
よ

っ
て
解

明
さ

れ
る

べ
き

で
あ

る
と

の
基
本
的

な
姿

勢

で

は

一
致

し
て

い
て
も

、
個

々

の
具
体

的

な
問

題

の
解

釈

に

つ
い
て
は
、
見
解

を
異

に
し

て
い
る
も

の
で
あ

る
。

か
よ
う

な
学

説

の
現

状

に
鑑

み

る
と
き
、
具
体

的
事
件

の
解

決

の
た
め

に
行

な
わ
れ

る
判

例

の
役
割

は
大
き

な
も

の
が

あ

る
と
考

え

ら
れ

る
。

　

ヘ
ノ

本
稿

で

は
、
ま
ず

、

一
法

人
格

な
き

社
団

と

は
ど

の
よ
う
な
団
体

で
あ
る

か
を
明

ら

か
に
し
、

つ
い
で

二
法

人
格
な
き
社

団

の
法

的

主

(

(

　

　

　

体
性

を
、
す

す
ん

で
三
社

団
財
産

の
帰
属
形

態

を
、
さ

ら
に

は
四
社
団
財

産

の
公

示
方

法
を
、

お

わ
り
に
五
社

団

の
債

務

と

責

任

に

つ

(

(

(

き
、
判

例

の
法
理
を
明

ら

か
に
し

よ
う

と
す

る
も

の
で
あ

る
。

(
1
)

法
人
格
な
き
社
団
の
発
生
原
因
は
、
こ
れ
に
止
ま
ら
な
い
。
石
田
博
士
は
、
そ
の
発
生
原
因
と
し
て
つ
ぎ

の
五

つ
を
あ
げ
て
い
る
。

「
(
イ
)
現
行
法
上
権
利
能
力
を
要
求
し
得
な
い
社
団
で
あ
る
場
合
、
例

へ
ば
政
治
的
又
は
職
業
的
団
体
の
多
く
之
に
属
し
て
い
る
。
(
ロ
)
権
利

能
力
を
要
求
し
て
い
る
社
団
の
設
立
経
過
中

の
団
体
、

設
立
経
過
中
の
会
社
…
は
之
に
属
す
る
。

(
ハ
)
権
利
能
力
を

取
得
す
る

必
要

の
な
い
場

合
、
社
交
倶
楽
部
、
運
動
倶
楽
部
の
如
き
は
之
に
属
す
る
。

(
二
)
法
定
の
条
件
に
従

っ
て
権
利
能
力
を
取
得
し
得
る
け
れ
ど
も
、
社
員

の
変
更
が

頻
繁

に
行
は
る
る
が
た
め
に
、
法
人
と
な
り
登
記
を
為
す
と
き
は
、
却

っ
て
手
続
上
面
倒
と
な
る
が
故
に
、
む
し
ろ
権
利
能
力
な
き
社
団
と
し
て
止

ま
る
場
合
、
例

へ
ば
各
種
の
学
会

.
同
窓
会

・
学
友
会
の
如
き
は
こ
れ
に
属
す
る
。

(
ホ
)
特
定

の
社
団
の
日
的
が
経
済
的
ま
た
は
非
経
済
的
な
各

種
の
事
業
を
営
ま
ん
と
す
る
に
あ
る
か
ら
、
公
益
法
人
ま
た
は
営
利
法
人
の
何
れ
か
に
確
定
す
る
こ
と
が
却

っ
て
不
利
益
と
な
る
場
合
、
例

へ
ば
各

種
の
経
済
団
体
、
殊
に
農
村
に
お
け
る
各
種

の
組
合
が
そ
れ
に
属
す
る
。
」
(石
田
前
掲
書
三

一
～
三
二
頁
)

(
2
)

も

っ
と
も
、
民
訴
四
六
条
は
、
法
人
格
な
き
社
団
に
訴
訟
当
事
者
能
力
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
、
特
別
法
で
は
、
法
人
格
な
き
社
団
に
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つ
き
規
定
す

る
も
の
が

ふ
え
て
い
る
。
た
と
え
は
、
行
政

不
服
審
査
法

一
〇
条
、
特
許
法

六
条
、
国
税
通
則
法

三
条
、
七
条
、
国
税
徴
収
法
三
条
、

四

一
条

、
法
人
税
法

二
条

八
号
、
三
条
、
租
税
特
別
措
置
法
二
条

二
項
二
号
、
地
方
税
法

一
二
条
、
同
条

の
二
、
所
得
税
法
二
条

一
項
八
号
、
四
条
、

相
続
税
法
六
六
条

一
項
な
ど
が
あ

る
。

一
、
法
人
格
な
き
社
団

の
成
立

法

人
格

な
き
社
団

と

は
、

ど

の
よ
う
な

団
体

で
あ
る
か

と
い
う

こ
と
に

つ
い
て
は
、

判

例
上

一
応

の

形

式
的
基
準
が

立

て
ら
れ

て

い

る
。最

高
裁

は
、

つ
ぎ

の
よ
う

に
判
示
す

る
。

「
権
利
能
力
の
な
い
社
団
と
い
い
う
る
た
め
に
は
、
団
体
と
し
て
の
組
織
を
そ
な
え
、
そ
こ
に
は
多
数
決
の
原
則
が
行
な
わ
れ
、
構
成
員

の
変
更
に

も
か
か
わ
ら
ず
団
体
そ
の
も
の
が
存
続
し
、
し
か
し
て
そ
の
組
織
に
よ

っ
て
代
表
の
方
法
、
総
会

の
運
営
、
財
産
の
管
理
、
そ
の
他
団
体
と
し
て
の

主
要
な
点
が
確
定
し
て
い
る
も

の
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。」ー
最
高
判
昭
和
三
九
年

一
〇
月

一
五
日
、
蟻
集

一
八
巻
八
号

一
六
七

一
頁
。

下
級
審

の
判
決
も

ま

た

こ
れ

に
な
ら

っ
て
い
る
。

い
わ
ゆ

る
労
音

の
納
税
義

務

の
存
否
が
争

わ
れ

た
事
案

で

つ
ぎ

の
よ
う

に
述

べ
て
い

る
o

.
二

股
に
、
人
格
な
き
社
団
と
は
、
共
同
の
目
的

の
た
め
に
結
集
し
た
人
的
結
合
体
で
あ

っ
て
、
団
体
と
し
て
の
組
織
を
備
え
、
そ
こ
に
は
多
数
決

の
原
理
が
行
な
わ
れ
、
構
成
員
の
変
更
に
も
か
か
わ
ら
ず
団
体
そ
の
も
の
が
存
続
し
、
そ
の
組
織

に
よ

っ
て
代
表
の
方
法
、
総
会

の
運
営
、
財
産

の

管
理
そ
の
他
団
体
と
し
て
の
主
要
な
点
が
確
定
し
て
い
る
も
の
を
指
称
す
る
の
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
組
織
を
備
え
た
団
体
、
す
な
わ
ち
、
人
格

な
き
社
団
は
機
関
た
る
代
表
者
の
行
為
に
よ

っ
て
対
外
的
に
団
体
と
し
て
行
動
し
、
第
三
者
と
取
引
関
係
を
結
び
、
社
団
の
名
に
お
い
て
構
成
員
全

体

の
た
め
に
権
利
を
取
得
し
義
務
を
負
担
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
活
動
の
実
体
は
社
団
法
人
と
な
ん
ら
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
さ
れ
ば
、
人

格
な
き
社
団
は
、
民
法
上
こ
れ
に
権
利
能
力
を
賦
与
し
た
規
定
が
な

い
た
め
法
人
格
を
有
し
な
い
け
れ
ど
も
、
社
会
的
な
現
象
と
し
て
は
、
社
会
生
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活
上
の

一
単
位
と
し
て
実
在
し
、
社
団
法
人
に
準
じ
た
実
体
法
上
の
地
位
を
有
す
る
も
の
と
し
て
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」
ー
東
京
地
判
昭
和
四

二
年
四
月

一
一
日
、
判
時
四
七
八
号

一
八
頁
。

今

日
、
判
例

上
法
人

格

な
き
社
団

と

い
い
う

る
た
め

の
形
式
的

基
準

は
、
右

の
よ
う

に
示
さ

れ
て

い
る
。

こ
れ

は
有
力

な
学
説

の
見
解

(麺
陵
ぷ
瑚
鵠
聴
講
)
と
全

く

一
致

し

て
い
る
。

果

し
て
裁
判

所

は
、
具
体

的
事
件

の
解

決

に
当

っ
て
か
よ
う

な
形

式
的
基
準

に
よ

っ
て

い
る
で

あ

ろ
う

か
。

以
下
実
際

の
適

用

に
つ
き
検

討

し
た

い
。

と

こ
ろ
で
、
法
人
格

な
き
社
団

と

は
ど

の
よ
う
な
団
体

で
あ

る
か
と

い
う

こ
と
は
、
多
く

民
訴
四

六
条

の
適
用
上
問

題

と
な

る
。

そ

こ

で
ま
ず
、
同

条

に

い
わ
ゆ

る
社
団

と

は
ど

の
よ
う

な
団
体

で
あ
る

か
と

い
う

こ
と
か
ら
考
察

を

は
じ

め
る

こ
と
と
す

る
。

判
例

は
、

つ
ぎ

の
諸

団
体

に

つ
き

、

こ
れ

ら

は
い
ず

れ
も

民
訴
四

六
条

に
い
わ
ゆ
る

社
団

で

訴
訟
当
事

者
能
力

を
有

す

る
と
し

て
い

る
。

口

大
審
院

ヨ
、.村
内

の
青
年
を
団
員
と
し
、
独
立
の
目
的
お
よ
び
固
有

の
財
産
を
有
し
、
支
部
長
、
副
長
、
理
事
等
の
役
員
が
あ
り
、
ま
た
役
員
会
、
総
会
等
の

意
思
決
定
機
関
を
有
す
る
丹
波
市
町
青
年
団
萱
原
支
部

(大
判
昭
和
六
年
九
月
二
日
、
法
学

一
巻

一
号

一
一
五
頁
)
ー
損
害
賠
償
請
求
事
件

2
、
数
十
名
の
講
員
か
ら
成
り
、

代
表
者
を
定
め
て
い
る
頼
母
子
講

(大
判
昭
和
八
年
二
月
九
日
、
法
学
二
巻
九
号

=

三
二
頁
)ー
給
付
金
請
求
事

付
3
、

一
定
地
域
の
水
田
に
灌
慨
す
る
用
水
路
の
施
設
維
持
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
組
合
長
、
理
事
、
評
議
員
等
の
役
員
な
ら
び
に
技
術
職
員
等
の

事
務
員
を
置
く
こ
と
お
よ
び
組
合
総
会
、
組
合
員
の
加
入
脱
退
、
組
合
費

の
徴
収
等
に
関
す
る
規
定
を
有
し
、
水
田

一
二
六
町

一
段
七
畝
、
用
水
路

敷
地
二
六
四
八

]
坪

の
組
合
財
産
を
有
し
て
い
る
野
安
部
太
用
水
組
合

(大
判
昭
和
八
年
九
月
二
二
日
、
新
報
三
四
五
号

二

頁
)
ー
用
水
組
合
出

資
金

の
内
金
請
求
事
件

4
、
給
料
お
よ
び
手
当
金
の
産
.川
等
を
目
的
と
し
、
合
資
会
社
日
英
合
板
製
作
所

に
勤
務
す
る
男
女
従
業
員

(判
文
上
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
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の
数

は
少

な
く
な

い
と
思
わ
れ
る
)
に
よ
り
組
織

さ
れ
、
目
的

、
各
称
、
事
務
所

、
組
合
員
、
出
資
、
組
合
代
表

に
つ
き
規
約

の
定

め
が
あ
り
、
理

事
長
が
そ

の
代

表
者

と
な

っ
て
い
る
日
英
合
板
従
業
員
組
合

(
大
判
昭
和

一
〇
年

五
月
二
八
n
、
眠
薬

一
四
巻

一
一
九
七
頁
)
ー
建
物
機
械
等
引
渡

請
求
事
件

5
、
大
城
有
保

の
発
起

で
設
立
さ
れ
た
頼

母
子
無
尽
講

で
あ

っ
て
、
総

11
数

一
〇
〇

口
で
講
会

の
運
営
、
財
産

の
管
理
、
代

表
者

に

つ
き
講
規
約

で
定

め
が
さ
21
、
現

に
世
話
人
二
人
が
選
任

さ
れ
て
い
る
大
城
有
保

発
起
講
会

(
大
判
昭
和

一
五
年
七
月

八
U
、
民
集

一
九
巻

一
二

一
四
頁
)
1
講
掛
戻

金
請
求
事
件

一

6

、
五
名

の
組
合
員

に
ょ
り
結
成

さ
れ

一
時
的

の
も

の
で
な
く
継
続
的

の
存
在
を
有

し
代
表
者
を
定

め
て

い
る
組
合
協
和
商
会

(大
判
昭
和

一
五
年

一

〇
月

一
一
日
、
新
報

六
〇
三
号
二
九
頁
)
ー
清
算
金
請
求
事
件

7
、

一
定
地
域
内

に
居
住
す

る
仏
教
信
者
婦
人
約
六
〇
名
を
会
員
と
し
て
永
続
的

に
組
織

さ
れ
、
会
長
、
副
会
長
を
常
置
し
、
固
有

の
財
産

を
有
し
、

社
会
生
活
上

一
の
独
立
体
と
し
て
存
在

す
る
婦
人
会

(
大
判
昭
和

一
六
年

八
月

一
四
日
、
新

聞
四
七
二
四
号

一
七
頁
)
1
建
物
所
有
権
確
認
な
ら
び

に
売
買
無
効
確
認
等
請
求
事
件

8
、
蓑
野
区
民
全
体

に
よ

っ
て
組
織

さ
れ

る
い
わ
ゆ
る
入
会
団
体

で
、
土

地
に
対
す

る
入
会
権

の
確
認
な
ら
び
に
整
理
、
事
務

の
共
同
処

理
を
目
的

と

し
、
本
件
土
地

の
地
盤
毛

上

一
切
を
総
有
し
、
理
事
長
、
理
事

に
よ
り

こ
れ
ら
を
管
理
し
て
い
る
同
盟
会

(
な
お
同
盟
会

は
慣
習
土

の
団
体

で
組
織

運
営
に

つ
き
明
文
を
も

っ
て
規
定

し
て
い
な

い
が
、
慣
習

に
よ
り
こ
の
点
も
定

ま

っ
て
い
る
も

の
と
推
測
さ
れ
る
)

(大
判
昭
和

一
七
年
九
月
二
九

日
、
法

学

二

一巻
六
号
五

一
七
頁
)
ー
抵
当
権
設
定
登
記
抹
消
登
記
請
求
事
件

同

最

高

裁

↑

)

9
、
A
会
社

に
対
し
て
債
権

を
有

す
る
三
銀
行
が
、
窮
極
的

に
は
債
権

の
保
全

回
収
を
目
的
と
し
、
あ
わ
せ
て
A
会
社

の
経
営
を
目
的
と
し
、
そ

の
目

69
達
成

の
た
め
各
自

の
債
権
を
出
資

し
、
そ

の
管
理
方
法

を
定

め
、
事
務
所
を
設
け
、
現

に
代
表
者
を
置
き
、

こ
れ
に

一
切

の
業
務
を
行
な
わ
せ
て

い
る
三
銀
行
団
債
権
者
管

理
委
員
会

(最
高
判
昭
和
三
七
年

一
二
月

一
八
日
、
民
集

一
六
巻

一
二
号

二
四
二
二
頁
)
、1
売
掛
代
金
請
求
書
件

国

下

級

審

・

、
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法

A

戦

前

'

10
、
三
六
名
の
製
氷
業
者
に
よ
り
製
氷
の
共
同
販
売
の
目
的

の
た
め
組
織
さ
れ
、
理
事
長
、
理
事
、
監
事
、
評
議
員
、
理
事
会
、
.お
よ
び
組
合
員
総
会

等

の
各
機
関
を
有
し
、
組
合
員
と
は
離
れ
て
、
組
合
財
産
を
所
有
す
る
帝
都
製
氷
組
合

(
東
京
控
判
昭
和
八
年

一
一
月
二
二
日
、
新
聞
三
六
六
二
号

七
頁
)
ー
組
合
員
脱
退
無
効
確
認
な
ら
び
に
損
害
金
請
求
事
件

11
、
区
長
が
あ

っ
て
そ
の
部
落
内
の
事
務

一
切
を
行
な

っ
て
い
る
赤
部
方
と
い
う
村
内
の
部
落

(奈
良
地
判
昭
和

一
五
年
三
月

一
五
日
、
新
聞
四
五
六

一
号

一
〇
頁
)
1
協
議
費
請
求
控
訴
事
件

B

戦

後

12
、
慣
習
に
よ
り
水
田
所
有
者
を
も

っ
て
組
織
さ
れ
、
水
田
に
引
用
灌
慨
す
る
た
め
の
用
水
路
を
設
け
、
そ
の
井
堰
お
よ
び
用
水
路

の
管
理
維
持
に
必

要
な
費
用
の
徴
収
、
支
払
の
事
務
を
代
表
者
を
定

め
て
行
な

っ
て
い
る
御
調
川
太
田
中
井
堰
水
利
組
合

(広
島
地
尾
道
支
部
判
昭
和
二
五
年

一
月

一

三
日
、
下
民
集

一
巻

一
号
二
〇
頁
)
ー
水
利
権
確
認
な
ら
び
に
妨
害
排
除
等
請
求
事
件

13
、
独
自
の
規
約
、
決
議
機
関
、
執
行
機
関
を
有
し
、
代
表
者
を
定

め
、
資
金
の
配
付
を
中
央
本
部
か
ら
受
け
な
が
ら
も
独
自

の
責
任
で
こ
れ
を
使
用

し
て
い
る

日
本
電
気
産
業
労
働
組
合
岐
阜
県
支
部

お
よ
び

大
垣
分
会

(岐
阜
地
判
昭
和
二
五
年

一
二
月
二
八
日
、

労
働
風
薬

一
巻
六
号

一
=

一二

頁
)
・1
仮
処
分
異
議
申
立
事
件

14
、
農
民
で
あ

っ
て
そ
の
加
入
を
承
認
さ
れ
た
者
を
会
員
と
し
て
各
部
落
、
各
村
を
単
位
と
し
て
構
成
さ
れ
る
支
部
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
連
合
会
長

が
財
産
管
理
を
行
な
い
、

事
業
部
な
る
も

の
を
設
け
、

独
立
の
会
計
を
有
し
て

経
済
活
動
を
し
て
い
る

全
国
農
民
組
合
大
阪
府
連
合
会

(
大
阪
地

判
昭
和
二
六
年
二
月

一
〇
日
、
判
タ

一
一
号
六
二
頁
)
ー
約
束
手
形
金
請
求
事
件

15
、
中
央
本
部
と
は
別
個
独
立
の
目
的
、
財
産
を
有
し
、
東
北
地
方

の
電
気
産
業
労
働
者
に
よ

っ
て
組
織
さ
れ
、
決
議
機
関
、
執
行
機
関
を
有
し
、
そ

の
名
に
お
い
て
他
と

取
引
関
係
に
立
つ
電
気
産
業
労
働
組
合
東
北
地
方
本
部

(仙
台
地
判
昭
和
二
六
年
六
月

二

U
、
下
民
集
二
巻
六
号
七
五
九

頁
)
ー
家
屋
所
有
権
移
転
登
記
抹
消
登
記
手
続
請
求
事
件

16
、
偽
造

の
登
記
申
請
書

に
ょ
り
登
記
簿
上
株
式
会
社
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
が
、
株
主
と
称
す
る
多
数
構
成
員
を
包
含
し
、
団
体
独
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自

の
営
利
事
業
を
営

み
、
か
つ
、
取
締
役
あ
る
い
は
清
算
人
と
い
う
代
表
者
を
有
す
る
第

一
石
油
株
式
会
社
と
称
す
る
団
体

(東
京
地
判
昭
和
二
七

年

一
〇
月

－
H
、
下
民
集
三
巻

一
〇
号

一
三
六
二
頁
)
i
損
害
賠
償
請
求
事
件

17
、
中
央
本
部
に
対
応
す
る
代
表
等
の
諸
機
関
を
定
め
、
独
立
し
た
会
計
を
行
な
う
在
日
建
国
青
年
同
盟
兵
庫
県
本
部

(神
戸
地
判
昭
和
三
〇
年

一
月

二
九
日
、
下
民
集
六
巻

一
号

=
二
二
頁
)
ー
家
屋
明
渡
請
求
事
件

18
、
二
名
を
構
成
員
と
し
、

一
般
輸
出
入
業
お
よ
び
鉱
山
業
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
英
国
法
上

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

(
東
高
判
昭
和
三
〇
年
八

月
九
日
、
下
民
集
六
巻
八
号

一
五
八
三
頁
)
ー
仮
処
分
異
議
申
立
事
件

19
、
市
町
村

の
事
業
と
は
別
に
部
落
独
自
に
土
木
、
水
利
、
祭
礼
、
衛
生
そ
の
他
共
同
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
の
諸
事
業
を
行
な
い
、
こ
れ
に
要
す

る
施
設
、
資
材
そ
の
他

の
財
産
を
所
有
し
、
集
会
に
よ
っ
て
住
民
の
意
思
決
定
を
し
、
代
表
者
そ
の
他
の
役
員
を
選
任
し
、
諸
経
費
を
部
落
民
に
賦

課
す
る
是
安
区
と
い
う
市
町
村

の

一
部
た
る
部
落

(
大
阪
高
判
昭
和
三
〇
年

一
〇
月
三

一
日
、
高
民
集
八
巻
九
号
六
三
四
頁
)
1
所
有
権
移
転
登
記

抹
消
登
記
請
求
事
件

20
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
金
融
を
目
的
と
し
昭
和
二
六
年
東
方
義

一
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
、
代
表
者
を
定
め
こ
れ
に
よ
り
講
財
産
の
管
理
等
を
行
な

っ

て
い
る
口
数
四
三
口
の
東
方
義

一
発
起
講

(
大
阪
地
判
昭
和
三

一
年

一
月
三
〇
口
、
下
民
集
七
巻

一
号

一
五
七
頁
)
ー
無
尽
掛
金
等
請
求
事
件

21
、
各
種
新
聞
社
発
行
の
刊
行
物

の
共
同
販
売
を
目
的
と
し
、
市
内
特
定
地
域
の
新
聞
販
売
業
者
を
構
成
員
と
し
、
定
款
を
有
し
て
こ
れ
に
よ
り
運
営

さ
れ
、
意
思
決
定
機
関
と
し
て
理
事
会
を
設
け
る
新
聞
共
同
販
売
所

(京
都
地
判
昭
和
三
三
年
九
月
二
九
日
、
下
民
集
九
巻
九
号

一
九
五
三
頁
)
-

新
聞
未
納
代
金
請
求
事
件

22
、
改
正
森
林
法
上
当
然
解
散
と
な

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
清
算
手
続
を
行
な
わ
ず
清
算
人
が
従
前
の
法
人
と
同

一
の
形
で
同
様
の
活
動
を
行
な

っ
て

い
る
旧
法
上
の
森
林
組
合
で
あ
る
吉
和
村
東
山
山
林
組
合

(広
島
高
判
昭
和
三
四
年
二
月
四
日
、
下
民
集

一
〇
巻
二
号
二
四
九
頁
)
-
仮
処
分
異
議

控
訴
事
件

23
、
内
地
在
住
の
沖
縄
出
身
者
の
援
護
を
目
的
と
し
、
会
員
七
万
五
千
名
な

い
し
八
万
名
を
包
含
し
、
会
長
、
副
会
長
等

の
執
行
機
関
、
大
会
等

の
議

決
機
関
に
ょ
り
沖
縄

へ
の
帰
還
者
や
困
窮
者
の
た
め
の
食
料
品
の
特
配
等

の
事
業
を
行
な

っ
て
い
た
沖
縄
人
連
盟

(
東
高
判
昭
和
三
四
年

一
〇
月
三
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一
日
、
下
民
集

一
〇
巻

一
〇
号
二
三
二
五
頁
)
ー
売
掛
金
請
求
事
件

24
、
会
員
の
生
活
権
の
擁
護
、
相
互
扶
助
な
ら
び
に
親
睦
を
図
る
た
め
、
大
津
市
膳
所
地
区
在
住
の
約
七
〇
戸
の
朝
鮮
人
の
う
ち
若
干
の
民
団
系
に
属

す
る
者
を
除
く
大
部
分
の
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
団
体
固
有
の
日
的
を
・有
し
、
右
目
的
達
成

の
た
め
会
員
よ
り
会
費
を
徴
し
、
分
会
の

事
務
処
理
な
ら
び
に
代
表
機
関
と
し
て
定
期
的
に
分
会
長
を
選
定
し
て
い
る
地
域
的
共
済
的
親
睦
団
体
で
あ
る
在
日
朝
鮮
人
連
盟
滋
賀
県
本
部
膳
所

分
会

(
大
津
地
判
昭
和
三
四
年

一
一
月

一
〇
旧
、
下
民
集

一
〇
巻

一
〇
号
二
三
九
三
頁
)
ー
土
地
所
有
権
確
認
等
請
求
事
件

25
、
東
京
都
内

の
派
出
看
護
婦
数
十
名
に
よ
り
派
出
看
護
婦

の
労
働
条
件
の
維
持
改
善
を
日
的
と
し
て
結
成
さ
れ
、
会

の
財
産
を
有
し
、
会
長
、
…副
会

長
を
定

め
る
東
京
派
出
看
護
婦
連
合
会
設
立
準
備
会

(東
高
判
昭
和
三
五
年
三
月

一
四
、
高
眠
薬

二
二
巻

一
号

一
七
九
頁
)
ー
土
地
建
物
持
分
権
移

転
登
記
請
求
事
件

26
㍉
二
名
を
構
成
員
と
し
、
本
店
を
有
し
活
動
し
て
い
る
ケ

ニ
ヤ
法
上

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

(
東
京
地
判
昭
和
三
五
年
八
月
九
日
、
下
民
集

一
一
巻

八
号

一
六
四
七
頁
)
ー
損
害
賠
償
請
求
事
件

27
、

一
定
区
域
内
に
土
地
を
所
有
す
る
者
に
よ

っ
て
組
織
さ
れ
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
灌
概
排
水
事
業
は
廃
止
し
た
も

の
の
、
な
お
工
業
用
水
の
供
水

事
業
等
を
行
な

っ
て
い
る
三
田
用
水
普
通
水
利
組
合

(東
京
地
判
昭
和
三
五
年

二

月
二
二
日
、
下
民
集

一
一
巻

一
一
号
二
五
三
六
頁
)
ー
金
員
支

払
請
求
事
件

28
、
会
員
相
互

の
親
睦
と
生
活
の
向
上
発
展
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
組
織
、
運
営
を
律
す
る
規
約
、
会
長
そ
の
他
の
役
員
を
有
し
、
固
有
の
財

産
の
管
理
保
存
そ
の
他

の
事
務
処
理
を
行
な

っ
て
い
る
会
員
約
四
〇
名
か
ら
成
る
協
栄
会
と
い
う
商
店
会

(東
京
地
判
昭
和
三
六
年
二
月

一
五
目
、

下
民
集

=

一巻
二
号
二
八
五
頁
)
ー
移
転
登
記
請
求
事
件

29
、
後
に
設
立
無
効
が
確
定
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
組
合
規
約
を
有
し
て
こ
れ
に
よ
り
組
合
の
構
成
、
事
業

の
目
的
お
よ
び
内
容
、
組
合

の
意
思
決
定

な
ら
び
に
執
行
機
関
を
定

め
て
目
的
の
事
業
を
遂
行
し
、
ま
た
組
合
固
有
の
財
産
を
保
有
管
理
し
て
い
た
田
端
復
興
土
地
区
画
整
理
組
合

(
東
京
地

判
昭
和
三
七
年
四
月
ニ
ー1
、
下
民
集

一
三
巻
四
号
六
三
二
頁
)
ー
所
有
権
確
認
等
請
求
41
件

30
、
大
分
鉄
道
管
理
局
に
勤
務
す
る
国
鉄
職
員
を
も

っ
て
組
識
さ
れ
、
固
有

の
代
表
者
、
決
議

お
よ
び
執
行
の
機
関
を
有
し
、
地
方
本
部
規
約
、
会
計
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規
則
書
を
具
え
独
白
の
財
政
的
基
礎
を
も
ち
、
対
外
的
に
も

こ
れ
に
基
づ
き
自
己
の
名
で
独
立
の
活
動
を
し
て
い
る
国
鉄
労
働
組
合
大
分
地
方
本
部

(
大
分
地
判
昭
和
四
二
年
三
月
二
八
日
、
判
時
四
八
九
号
二
六
頁
)
ー
抹
消
登
記
請
求
事
件

さ

て
、
以
上

を
通
観

す

る
と
、
判
例

は
、
組
合

と
厳

格

に
区

別
さ

れ
た
社
団

に
限

ら
ず

、
広
く
民
法

上

の
組
合

(
た

と
え
ば

、
3
、
4
、

6
、
9
、
10

、
12
、
18
、

26

な
ど
)

や
組
合
類
似

の
講

(
た
と
え
ば

、

2
、

5
、
20

な
ど

)
を
も
、
代
表

者

の
定

め
が

あ

る
も

の
は
、
民

訴

四
六
条

の
社
団

に
含

め
て

い
る

こ
と
が
知

ら
れ

る
。

大
審

院

は
、

「
代
表
者

ノ
定

メ
ア

ル

コ
ト
原
判
決

ノ
如

ク
ナ

ル
以
上
」

(輔
噛
験
端
脳

に
二
)
と
か

「
右

ノ
如

キ
代
表

者

ア

ル
場
合

二
於

テ
足
取

リ

モ
直

サ

ス
」
(却
欄
は
脚
珊
堕

同○
幽
秘
項
仁
秋
↓
○
朋
端
4
順
潮
蹄
附
幅
弍
初
㌍
端
脳
土
蜘
酬
蜘
↑
)
と

い

い
、
ま

た
最
高
裁

は
、

「
か
か
る
組
合

は
、
民
訴
四

六
条

の

『
権
利
能

力
な
き

社
団

に
し
て
代
表
者

の
定

め
が

あ

る
も

の
』

と
し

て
訴
訟

上

の
当
事
者
能

力

を
有

す

る

こ
と
は
、
累

次

の
大
審
院

の
判

例

の
趣
旨

と
す

る
所

で
あ

る
。
」
嵩
鞠
憤
請

瑠
蜘
工
)
と

い
い
、

い
ず

れ
も
、

あ

た

か
も
代
表
者

の
定

め
が

あ

る

こ
と
だ

け
を
決
定
的
基

準

に
し
て
、
代
表

者

の
定

め
が
あ
れ
ば
民
法

上

の
組
合

や
講
ま

で
民
訴

四
六
条

の
社

団

に
含

め
る
と
す

る
か

の
如
き

口
ぶ
り

を
示

し
て

い
る
が
、
果

し
て
そ
う

で
あ

る
か
は
、
疑

な

し
と
し
な

い
。
当
該
組
合

(
3
、
4
、
6
、

9
)

や
講

(
5
)

の
実
体

を
み
る

と
、

こ
れ
ら

は

い
ず
れ
も

、
代

表
者

の
定

め
が

あ
る

と

い
う
だ
け

で
な
く
、
そ

の
ほ
か
業
務

な

い
し
財

産

管
理

の
た

め
の
機
構

を
備

え
て

い
る
も

の
で
あ

る
。

こ
れ
以
外

で
民
訴
四

六
条

の
社
団

に
含

ま
れ

る
と
さ
れ
た

団
体

も
、

そ

の

実

体

は
、
代
表

者

の
定

め
が

あ
る

ほ
か
業
務

な

い
し
財

産
管

理

の
た
め

の
機
構

を
備

え

て
い
る
と

い
う

こ
と
が

で
き

る
も

の
で
あ
る
。
構

成
員

が

わ
ず

か

に
二
名

の
外

国
法

上

の
パ

ー
ト
ナ
ー

シ

ッ
プ

(
18

、
26
)

に

つ
い
て

は
、
,
外
国
法

の
国
内

法
上

で

の
尊

重

と

い
う
異

な

っ
た
観

点

か
ら
当
事
者

能
力
が
肯
定

さ
れ

た
節

も
な

い
で

は
な

い
が
、
外

国
法
上
前
述

の
よ
う

な
実
体

を
備

え

て
い
る

と
推
測

で
き

な

い
で

は
な

い
。

い
ず

れ

に
せ
よ
、
判

例
が

「
其

ノ
事
業

ノ
性
質
永

続
的

ニ
シ
テ
組
合
員

ノ
加
入
脱
退

ニ
ヨ
リ

テ
組

合

ノ
存
在

二
影
響

プ
受
ク

ル

コ
ト

ナ

グ
単

ナ

ル

一
時
的

ノ
組
合

ニ
ア
ラ

ス
」
爾
幌
馳
酬
端
端
㎝
嬬
紐
弔
O
顛
)
と

か

「
単

一二

時
的

ノ
モ
ノ

ニ
非

ス
シ
テ
継
続

的

ノ
存
在

ヲ
有

シ
代

表

者

ノ
定

メ
ア

ル
モ

ノ
」
(輸
噸
駄
脚
棚
卸
廿
五
)と

い

っ
て

い
る

の
は
、
代
表
者

の
定

め
が

あ
る

ほ
か
業
務

な

い
し
財
産
管

理

の
た
め

の
機

構

を
備



108叢一

 

論律法

、見
て

い
る
も

の
で
あ

る

こ
と
を
指

し

て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

そ
う
だ

と
す

る

と
、
判
例

は
、
代
表

者

の
定

め

の
あ

る

こ
と
だ

け

を
民

訴
四

六
条

の
社
団

と
認

め
る
決
定

的
基
準

に
す

る

か
の
よ
う
な
判
文

上

の
表
現

に
も

か
か
わ
ら
ず

、
実

は
、
代
表

者

の
定

め
が

あ

る

こ
と

の
ほ

か
、
業
務

な

い
し
財

産
管

理

の
た

め

の
機
構

が
備

わ

っ
て

い
る

こ
と
を
も
考
慮

し

て
、

こ
れ
が
備

わ

っ
て

い
る
も

の

は
、
民
訴

四

六
条

の

社

団

に
含

ま
れ

る

と
す

る
も

の
と
思
わ

れ

る
。

こ
の

こ
と

は
、
民

訴
四

六
条

の
社

団

に
は
当

ら
ず

当
事

者
能
力
が

な

い
と
さ

れ
た
事
例

の

実
体

を

み
る

と
よ
り

は

っ
き

り
す

る
だ
ろ
う

。

つ
ぎ

の
諸

団
体

は
、

い
ず

れ
も
民

訴
四

六
条

の
社

団

に
当

ら
な

い
と
さ

れ
る
。

31
、
中
央
乳
友
会
、
同
会
は
、
組
合
員

一
六
五
名
と
多
数

で
規
約
を
有
し
、
代
表
者
も
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
組
合
の
存
立
時
期
、
資
産

の
維
持

処
分
等
組
合

の
財
産

の
管
理
に
つ
き
な
ん
ら
規
定
し
て
い
な
い
。
会
員
各
自
の
牛
乳
の
購
入
と
い
う
個
人
的
利
益
目
的

の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
集
合

体

で
未
だ
団
体
独
自
の
活
動
を
し
て
い
る
も

の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
(
東
京
区
制
昭
和
七
年
六
月
二
七
日
、
新
聞
三
四
三
八
号

二
二
頁
)ー
立
替
金

請
求
事
件

32
、
地
主
組
合
、
同
組
合
は
、
地
主
数
名
が

一
定
地
域
内
の
補
水
工
事
の
た
め
の
費
用
を
共
同
し
て
負
担
す
る
た
め
結
合
し
た
団
体
に
す
ぎ
ず
、
そ
の

ほ
か
業
務
な
い
し
財
産
管
理
の
た
め
の
な
ん
ら
か
の
機
構
を
備
え
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

(
広
島
控
判
昭
和
七
年
七
月
二
五
日
、
評
論
二

一

巻
民
訴
三
七
〇
頁
)
ー
物
品
引
渡
請
求
事
件

33
、
西
谷
貯
蓄
会
、

こ
れ
は
、
地
主
、
小
作
人
間
の
親
睦
な
ら
び
に
勤
倹
貯
蓄
農
事
奨
励
を
目
的
と
し
、
組
合
員
七
二
名
を
有
し
、
代
表
者
の
定

め
は

あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
業
務
な
い
し
財
産
管
理
の
た
め
の
機
構
を
備
え
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

(
宮
城
控
判
昭
和
八
年
六
月
二
二
日
、
新
聞
三

五
七
四
号
五
頁
)
ー
貸
金
請
求
事
件

34
、
東
北
外
国
語
学
校
創
立
委
員
会
、
こ
れ
は
、
学
校
の
設
置
者
を
通
じ
そ
の
意
思
を
実
行
し
、
あ
る
い
は
設
置
者
を
補
助
す
る
内
部
的
諮
問
機
関
に

過
ぎ
な
い
。

(
仙
台
地
判
昭
和
二
五
年
九
月

一
八
日
、
下
民
集

一
巻
九
号

一
五
〇

一
頁
)
1
損
害
賠
償
請
求
事
件

35
、
千
葉
県
教
育
委
員
会
、
こ
れ
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に
す
ぎ
な

い
。

(
東
京
地
判
昭
和
二
六
二
月
七
日
、
下
民
集
二
巻
二
号

一
五
八
頁
)
ー
売

掛
代
金
請
求
事
件
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36
、
甲
府
市
里
垣
小
学
校
敷
地
拡
張
委
員
会
、
同
委
員
会
は
、
同
校
校
区
住
民
代
表

一
五
人
を
も

っ
て
組
識
さ
れ
、
規
約
に
ょ
り
代
表
者
を
定
め
、
代

表
者
に
よ
り
委
員
会
の
名
で
甲
府
市
か
ら
資
金
を
借
入
れ
、
こ
れ
に
よ
り
校
舎
敷
地
予
定
地
の
換
地
買
収
に
着
手
し
て
い
る
が
、
元
来
同
校
敷
地

の

拡
張
、
校
舎

の
増
改
築
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
組
合
の
結
成
を
第

一
の
日
的
と
す
る
も
の
で
、
近
く
結
成
さ
れ
る
施
設
組
合
に
よ

っ
て

引
受
け
ら
れ
発
展
的
に
解
消
す
べ
き
団
体
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
委
員
会
自
体
と
し
て
は
な
ん
ら
き

ょ
金
を
受
け
ず

、
財
産
管
理
の
た
め
の
機
構

を
備
え
て
い
な
い
。

(甲
府
地
判
昭
和
二
七
年

一
二
月

一
七
日
、
下
民
集
三
巻

一
二
号

一
七
九
二
頁
)
ー
土
地
引
渡
等
請
求
事
件

37
、
前
記

(
18
)
の
英
国
法
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
。

(
東
京
地
判
昭
和
三
〇
年
三
月
三

一
口
、
下
民
集
六
巻
三
号
六

一
六
頁
)

38
、
立
江
地
蔵
尊
と
い
う
講
、
同
講
は
信
者
約
七
〇
〇
人
を
擁
し
て
い
る
が
、
代
表
者
、
管
理
人
等

に
関
す
る
規
約
を
右
L
て
い
な
い
。

(大
阪
地
判

昭
和
三
五
年
九
月
三
〇
日
、
商
民
集

二
二
巻
七
号
六
五
七
頁
)
ー
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
事
件

こ
れ
ら

の
団
体

は

い
ず

れ
も
、
代

表

者
を
定

め

て
は

い
る
も

の
の
、
団
体

自
体

の
業

務

な

い
し
財
産

管

理

の
た
め

の
機
構

を
備

え

て

い

な

い
と
考

え

ら
れ

る
も

の
で
あ

る
。
判

例

は
、

「
民
法

上

ノ
組
合

ハ
同
条

(
民
訴
四

六
条

)

二
所
謂

社
団

…
…

ト

ハ
概
念

上
全
然

別
個

ノ

モ
ノ
ナ

ル
カ
故

二
民

法

上

ノ
組

合

ヲ
以

テ
同

条

ノ
適

用

ヲ
受

ク

ル
モ

ノ
ト
為

ス

コ
ト

ヲ
得

ス
」

(嚇
鍋
囎
繊
櫨
鞠
糊
胸
コ
梼
昧
明
証
虻
頗
間
酬
糖
翻
輸
欄
触
椋

醐
父
コ
胡
申
揃
調
朋
珊
瑚
剛
)
と

い
い
、

こ
れ
ら

の
団
体

が
民

法
上

の
組

合

で

あ

る

か
ら

と

の

一
事

を
も

っ
て
民
訴

四

六
条

の
社

団

に
当
ら

な

い

と
す

る
か

の
よ
う

な

ロ
ぶ

り
を
示

し

て
い
る
が

、

こ
れ
ら

の
諸

団
体

は
、
前

述

の
よ
う
な
実
体

を
有

す

る
も

の
で
あ

っ
て
、

こ
れ

に
照

ら

す
と
、
判
例
は
、
こ
れ
ら
の
団
体
は
代
表
者
を
定
め
る
の
み
で
、
業
務
な
い
し
財
産

の
管
理
の
た
め
の
機
構
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
考
持

し

て
、
民

訴
四

六
条

の
社
団

に

当

ら
な

い
と
す

る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

も

っ
と
も

、
英

国
法

上

の

パ
ー

ト
ナ
ー

シ

ッ
プ

に

つ
い
て

は
、

上
級
審

(
18
)

と
異

な

っ
て
、
民

訴
四

六
条

の
社
団

に
当

ら
な

い
と

し
て

い
る
が

、

こ
れ

は
認

定

の
微

妙

な
事

案

と
思

わ

れ
る
。

こ

う

み

て
来

る

と
、
上

田
教
授

の
い
わ
れ

る
大
審
院
型

、

す
な

わ
ち
社

団

で
あ

る
か
否

か

に

つ
き
代
表

者

の
定

め

の
あ

る

こ
と
を
決
定

的

な

基

準

と
す

る
も

の
と
、
学

説
型

、
す

な
わ

ち
代
表

者

の
有
無

の
ほ
か
加
入
脱
退

の
影

響

、
組
織
規
定

、
設
備
機

関

等

の
有
無

や
個

人
的
利
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益
目
的
と
団
体
目
的
の
濃
淡
、
団
体
と
し
て
の
組
織
や
対
外
活
動
等
の
う
ち
の
か
な
り
の
数
を
判
断
基
準
と
す
る
も
の
(阯
㎜
轍
拒
酬
頽
齢
混

訟
"
則
一)と
で
、
実
際
の
適
用
上
大
差
は
な
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ど
ち
ら
も
実
体
的
に
み
て
、
代
表
者
の
定
め
が
あ
る
こ

と
の
ほ
か
業
務
な
い
し
財
産
管
理
の
た
め
の
機
構
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
判
断
基
準
と
し
、
こ
れ
を
備
え
て
い
る
も
の
は
民
法
上
の
組
合

で
あ

っ
て
も
民
訴
四
六
条
の
社
団
に
含
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
欠
く
も
の
は
同
条
の
社
団
に
含
ま
れ
な
い
と
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
要
す
る
に
判
例
は
、
そ
の
文
面
か
ら
は
と
も
か
く
、
実
際
の
適
用
で
は
、
民
訴
四
六
条
の
社
団
と
は
、
組
合
と
厳
格
に
区
別
さ
れ
たぱ

社
団
に
限
ら
ず
、
広
く
民
法
上
の
組
合
で
あ

っ
て
も
、
代
表
者
の
定
め
が
あ
り
か
つ
業
務
な
い
し
財
産
の
管
理
の
た
め
の
機
構
を
備
え
て

い
る
も
の
は
、
こ
れ
に
含
め
る
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
に
反
し
、
構
成
員
が
団
体
債
務
に
つ
き
責
任
を
負
わ
な
い
と

い
う
意
味
で
の
法
人
格
な
き
社
団
と
は
、
組
合
と
厳
格
に
.区
別
さ
れ
た
意
味
で
の
社
団
に
湿
ら
れ
、
民
法
上
の
組
合
は
、
代
表
者
の
定
め

が
あ
り
か
つ
業
務
な
い
し
財
産
管
理
の
た
め
の
機
構
を
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
と
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
つ
ぎ
の
諸
団
体
は
、
い
ず
れ
も
民
法
上
の
組
合
で
あ
る
と
把
握
さ
れ
、
団
体
債
務
に
つ
き
構
成
員
な
い
し
代
表
者
に
も
責
任
が
あ
る

旨
判
示
さ
れ
て
い
る
。

ω
、
三
陸
定
置
漁
業
組
合
は
、
定
置
漁
業
及
び
こ
れ
に
付
帯
す
る
事
業
経
営
を
目
的
と
し
、
組
合
員
二
三
名
資
本
金
五
〇
〇
万
円
で
設

立
さ
れ
、
組
合
独
自
の
規
約
を
有
し
、
組
合
長
、
'理
事
、
監
事
の
執
行
機
関
、
総
会
と
い
う
意
思
決
定
機
関
を
備
え
、
事
務
所
を
置
き
、

宅
地
二
〇
〇
坪
木
造
倉
庫

一
棟

の
外
電
話
、
漁
舟
、
網
、
漁
具
等
多
数
の
財
産
を
有
し
、
組
合
の
名
で
対
外
活
動
を
L
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
同
組
合
は
、
組
合
と
厳
格
に
区
別
さ
れ
た
意
味
で
の
社
団
に
当
る
か
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
民
訴
四
六
条
の
社
団
に
は
含
ま
れ

る
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
き
、
最
高
裁
は
、
同
組
合
の
組
合
長
及
び
組
合
員
ら
が
組
合
名
義
で
振
出
し
た
約
束
手
形
金
の
支
払
を
請

求
さ
れ
た
事
件
煎
鍋
醐
瑠
酬
仁
治
岬
拙
朋
三
民
日
、
)、
及
び
組
合
員
全
員
が
組
合
の
購
入
し
た
資
材
代
金
の
支
払
を
請
求
さ
れ
た
事
件
(醗
踊
側
端
輌
旺
情

調
蝶
伽
ユ
贈
四
)
の
二
つ
の
事
件
で
、
同
組
合
は
民
法
上
の
組
合
で
あ
る
か
ら
、
組
合
長
及
び
組
合
員
ら
は
右
手
形
金
の
支
払
義
務
を
、
ま
た



判例上 の法人格な き社 団
・111

組
合
員
全
員
は
資
材
代
金
支
払
の
義
務
を
負
う
旨
判
示
し
た
。

②
、
椎
茸
協
会
は
、
椎
茸
雑
菌
及
び
生
産
品
の
販
売
な
ら
び
に
栽
培
指
導
等
を
目
的
と
し
、
会
員
西
名
が
金
銭
な
い
し
労
務
を
出
資
し

て
設
立
し
、
理
事
長
、
理
事
を
定
め
て
こ
れ
に
よ
り
活
動
を
行
な
い
財
産
と
し
て
自
動
車

一
台
及
び
商
品
を
有
し
、
不
完
全
な
が
ら
こ
れ

を
管
理
す
る
た
め
の
帳
簿
組
織
を
備
え
て
い
る
。
同
協
会
も
、
組
合
と
厳
格
に
区
別
さ
れ
た
社
団
に
当
る
か
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も

民
訴
四
六
条

の
社
団
に
は
含
ま
れ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
き
宇
都
宮
地
裁

は
、
椎
茸
協
会
の
理
事
で
組
合
員
で
あ
る
者
が
同
協
会

名
義
で
振
出
し
た
約
束
手
形
金

の
支
払
を
求
め
ら
れ
た
事
件
香
聯
繋
典
剖
酬
惣
写
却
獄
↓
顛
n
)で
、
椎
茸
協
会
ば
民
法
上
の
組
合
で
あ
る
か
ら
、

理
事
は
右
手
形
金
の
支
払
の
義
務
が
あ
る
旨
判
示
し
た
。

③
、
全
国
学
童
横
断
陸
橋
設
備
促
進
会
は
、
学
童
及
び

一
般
歩
行
者
の
安
全
を
守
る
道
路
横
断
歩
道
橋

の
建
設
促
進
を
事
業
目
的
と
す

る
財
団
法
人
の
設
立
を
準
備
す
る
た
め
の
団
体
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
、
六
名

の
理
事
と
事
務
局
を
置
き
、
事
務
局
長
外
五
名
の
職
員

を
使
用
し
、
職
務
規
律
を
定
め
、
理
事
の
個
人
財
産
と
区
別
し
て
経
理
関
係
を
処
理
し
て
お
り
銀
行
に
同
会
名
義

の
預
金
口
座
を
設
け
て

銀
行
取
引
を
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
同
促
進
会
も
、
組
合
と
厳
格
に
区
別
さ
れ
た
社
団
に
当
る
か
は
と
も
か
く
、
少
な
ぐ
と
も
民
訴
四

六
条
の
社
団
に
は
含
ま
れ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
き
、
東
京
地
裁
は
、
右
促
進
会
の
会
員
で
あ
る
常
任
理
事
が
促
進
会
名
義

で
振

出
し
た
約
束
手
形
金

の
支
払
を
求
め
ら
れ
た
事
件

(疎
疎
唖
鋪
蹴
鞠
酬
匹
悟
ゲ
ー一頭
工
)
で
、
右
促
進
会
は
民
法
上
の
組
合
で
あ
る
か
ら
、
組
合
員
で

あ
る
常
任
理
事
は
、
右
手
形
金
の
支
払

の
義
務
が
あ
る
旨
判
示
し
た
。

こ
れ
ら
の
判
決
は
、
構
成
員
な
い
し
代
表
者
が
社
団
債
務
に
つ
き
責
任
を
負
わ
な
い
社
団
と
は
、
組
合
と
厳
格
に
区
別
さ
れ
た
社
団
に

限
ら
.れ
、
民
法
上
の
組
合
は
、
代
表
者
を
定
め
る
ほ
か
業
務
な
い
し
財
産
の
管
理
の
た
め
の
機
構
を
備
え
て
い
て
も
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い

こ
と
を
言
外
に
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

.

ボ

以
上
の
考
察
を
総
合
す
る
と
、
判
例
は
、
法
人
格
な
き
社
団
の
概
念
を
二
義
的
に
用
い
、
民
訴
四
六
条
の
社
団
と
は
、
組
合
と
厳
格
に
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区
別

さ
れ

た
社
団

に
根
ら
ず

、
民
法

上

の
組

合

で
あ

っ
て
も
業

務

な

い
し
財
産

の
管

理

の
た

め

の
機
構

を
備

え

て
い
る
も

の
は

こ
れ

に
含

め
る

の
に
、
構
成

員

な

い
し
代

表
者

が
社
団
債

務

に

つ
き
責

任

を
負

わ
な

い
社
団

と
は
、
組

合

と
厳
格

に
区

別
さ
れ

た
社

団

に
限

ら
れ
、

民

法
上

の
組
合

は
業

務

な

い
し
財
産
管

理

の
た

め

の
機
構

が
備

わ

っ
て

い
て
も

こ
れ

に
含

め
な

い
と
す

る
も

の
と
思

わ
れ
る
。

し
か

し

一

つ
の
概

念

を

二
義
的

に
用

い
る

こ
と

は
用
語

の
、

ひ

い
て
は
、
思
考

の
混
乱

を
生

ぜ

し
め
る
お
そ
れ
が

あ
り
、

し
た
が

っ
て
そ

の
内

容

に

適

合

し
た
概
念

を
定

め
る

こ
と
が
望

ま

し
い
(2
)。

つ
ぎ

に
法
人
格

な
き

社
団

の
法
的

主
体

性

に

つ
き

、
考
察

を
す

す

め
た

い
。

(
1
)

そ
の
ほ
か
、
最
高
裁
は
、

つ
ぎ

の

管
理
人
を
定
め
、
こ
れ
に
講
財
産

の
管
理

一
切
の
権
限
を
与
え
て
い
る
神
理
教
美
玉
教
会
維
持
講
と
称
す
る
日
掛
頼
母
子
講

(
最
高
判
昭
和
三
五

年
六
月
二
八
日
、
選
集

一
四
巻
八
号

一
五
五
八
頁
)
ー
講
掛
戻
金
取
立
請
求
事
件

農
産
物

の
加
工
販
売
を
業
と
し
、
組
合
員

一
一
人
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
、
清
算
人
を
有
す
る
大
津
農
産
加
工
組
合

(最
高
判
昭
和
三
七
年
七
月

一

三
日
、
民
集

一
六
巻
八
号

一
五

一
六
頁
)
ー
清
算
金
請
求
事
件

の
場
合
に
も
民
法
上
の
組
合
や
講
自
体

の
当
事
者
能
力
を
肯
認
す
る
よ
う
な
表
現
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
講
管
理
人
あ
る
い
は
組
合
の
清
算
人

の
当
事
者
適
格
を
肯
定
す
る

一
論
拠
と
し
て
仮
定
的
に
述
べ
た
も
の
で
、
講
や
組
合

の
当
事
者
能
力
ま
で
認
め
る
趣
旨
で
あ
る
か
明
ら
か
で
な
い
。

(
2
)

鍛
冶
良
堅

「
金
融
機
関
に
お
け
る
法
人
格
な
き
団
体
の
取
扱
に
つ
い
て
」
補
講
、
法
律
論
叢
四

一
巻
二
号
四

一
頁
以
下
参
照
。

二
、
法
人
格

な
き
社
団

の
法
的
主
体
性

法
人
格

な
き
社

団

と

い
え
ど
も

、
社
団

で
あ

る
以
上
、

な
ん
ら

か

の
意
味

で

の
法
的

主
体
性

を
有

す
る

こ
と
は

一
般

に
承
認

さ
れ

て
い

る
(-
)。

法

人
格

な
き

社

団

の
問
題
性

は
、
社
会

経
済

上
単

一
体

と
し
て
構
成

員

か
ら

離

れ
た

独

立

の

主
体

性
を
も

っ
て
い
る

社

団

に

は
、
法
人
格

が

な
く

と
も
法
律

上

の
主
体

性

を
認

め
よ
う

と
す

る
と

こ
ろ

に
あ

っ
た

(於
保
不
二
雄
「権
利
能
力
の
な
い
社
団

の
法
律
関
係
」法
学
教
室
2
巳
二
　五
頁
)
の
で
あ

る
か
ら
、

こ
の
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こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
社
団
の
実
質
を
重
視
す
る
者
は
、
す
す
ん
で
法
人
格
な
き
社
団
に
も

一
般
的
に
権
利
能
力
を
肯
認
し
う
る
と
し
て

い
る
(璽

齢
齢
駕
籠

醗
闘
詩

難
詰

慰

霊
輪
讐

露
紅
階
高

噸
露

百
)
(2
)。

下
級
審

の
判
例

の
中

に

は
、
法
人
格

な
き

社
団

に

つ
き

私
法

上

の
権
利

の
取
得

を
肯
認

し

た
例
が

あ
る
。

格
納
庫
解
体

作
業
請
負

代
金

不
存

在
確
認
請
求

事
件

で
、
権

利
能
力

な
き
社
団

で
あ

る

一
部
落

団
体

は
団
体

の
名

で
有

効

に
私
法

上

の

契
約

を

な
し
得

る

と
判
示

さ
れ

た
。

「
被
控
訴
人
坂
田
第
十
区
は
、
群
馬
県
邑
楽
郡
大
川
村
大
字
坂
田
に
あ
る
坂
田
第
十
区
と
称
す
る

一
部
落
の
住
民

(
戸
数
約
百
六
、
七
十
戸
)
が
団

結
し
て

一
の
団
体
を
な
し
、
そ
の
共
同

の
利
益

の
た
め
に
該
部
落
内
の
土
木
事
業

の
設
営
、
村
役
場
と
の
事
務
連
絡
そ
の
他
区
民
の

一
般
福
祉
の
増

進
を
目
的
と
し
て
組
織
せ
ら
れ
、
同
区
は
区
民
よ
り
区
費
を
徴
収
し
て
区
の
事
業
運
営

に
資
し
、
同
区
に
お
い
て
は
、
区
民
全
員
に
よ
っ
て
構
成
せ

ら
れ
る
定
時
総
会
が
毎
年
二
期
に
開
催
さ
れ
、
区
機
関
た
る
駐
在
員
、
班
長
そ
の
他

の
総
代
が
定
時
総
会

に
お
い
て
選
任
せ
ら
れ
、
区
は
区
民
の
変

動
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う

一
の
組
織
的
団
体
を
な
し
た
法
人
格
な
き
社
団
で
あ
る
こ
と
は

を
照
し
合
せ
て
こ
れ

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
従

っ
て
被
控
訴
人
坂
田
第
十
区
は
、
そ
の
総
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
た
代
表
者
を
通
じ
て
自
己
の
名
に
お
い
て
有
効
に

私
法
上
の
契
約
を
な
し
得

る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」一
束
高
判
昭
和
二
七
年
七
月
九
日
、
下
民
集
四
巻
七
号
九
九
〇
頁
。

つ
ぎ

の
例

は
、
前

記
引
揚

者
更

生
生
活
協

同
連

盟
杉

並
支
部

に
関
す

る
事
件

の
控

訴
審

で
あ

る
が

、
右
支
部
自
体

に
土
地

の
賃

借
権

の

取
得

を
認

め
た
。

「
右
認
定
事
実
に
、
さ
ら
に
後
記
認
定
に
か
か
る
前
記

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
敷
地
た
る
本
件
土
地
の
当
時

の
所
有
者
中
田
幾
太
郎
は
右
土
地
を
各
店
舗
所

有
者
個
人
に
賃
貸
す
る
こ
と
を
欲
し
な
か

っ
た
た
め
、
前
記
支
部
が
団
体
と
し
て
こ
れ
を
賃
借
し
た
と
い
う
事
情
を
も
あ
わ
せ
考
え
る
と
き
は
、
杉

並
支
部
は
、
社
団
法
人
た
る
そ
の
本
部
と
は
別
に
、

法
人
格
こ
そ
有
し
な
い
が
、

社
会
生
活
上
独
立
せ
る
組
織
体
と
し
て
そ

の
名
で
法
律
行
為
を

し
、
か
つ
権
利
を
取
得
し
、

義
務
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
、

と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
一
束
高
判
昭
和
三
五
年
六
月
一
二

日
、
下
民
集

一
一
巻
六
号

=
=
四
四
頁
。

・
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し
か
・し
、
法
人

格
な
き
社
団

の
実
質

を

い
か
に
重
視
す

る
に
せ
よ
、

一
方

に
お

い
て
法

人
制
度

の
あ

る
以
上
、
社

団

と
し
て

の
社
会

的

経
済

的
単

一
性
、

主
体

性

を
法
的
単

一
性
、

主
体

性

と
し
て
そ

の
ま
ま
承
認

す
る

こ
と
は
、
ち

ゅ
う

ち

ょ
せ
ざ

る
を
得

な

い
と

い
う

の
が

多
く
の
学
説

(露
盤
鱈
加撚
磁
儲
醇
巴

購
露

塾
口
大
雄
琳
辮
)、
判
例
(コ
鵬
糧
鯖
燗
鍋
綱
距
杣
竺

鞠
コ
古
ヨ
四
ザ
演
糠
駒
剛
瑠
煉
別
記
埠
琳
月
)
の
立
場
で
あ
る
。
右
東

京

高

裁

の
結

論

は
、

上

告

審

で
、

上

告

審

と
同

旨

で

正
当

で
あ

る

と
さ

れ

た
が

、

支

部

自

体

の
土

地

の
賃

借

権

の
取

得

は
、
支

部

構

成

員

全

体

の
土

地

の
賃

借

権

の
取

得

(
総

有

)

と
解

さ

れ
ざ

る

を

得

な

か

っ
た
(
3
)。

か

か

る
趣

旨

を

述

べ
て

い

る

の

は

つ
ぎ

の
判

例

で
あ

る

。

法

人

格

な
き

社

団

に
対

す

る
納

税

告

知

処

分

の
効

力

が

争

わ

れ

た

。

「
わ
が
国

に
お
い
て
は
、
私
法
関
係

に
お
い
て
も
、
公
法
関
係

に
お
い
て
も
、
権

利
義
務

の
主
体
た
り
得

る
も

の
は
原
則
と
し
て
人
格
者
、
す
な
わ

ち
、
自
然
人

ま
た
は
法
人

に
限
ら
れ
、
人
格
を
有

し
な

い
も

の
は
た
と
え
そ
れ
が
社

団
と
し
て
の
組
織

を
備

え
社
会
的
実
体

と
し
て
活
動
し
て
い
て

も
、
社

団
そ

の
も

の
と
し

て
権
利
義
務

の
帰
属
を
認

め
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
あ

る
。」
ー
前
掲

東
京
地
判
昭
和
四

一
年
六
月
二
二
日
。

と

こ
ろ

で
、

民

訴

四

六

条

は

、
法

人

格

な

き

社

団

に
.も

訴

訟

当

事

者

と
な

る

こ
と

を

認

め

て

い
る

。

こ

の

こ
と

は
、
法

人

格

な

き

社

団

に
も

一
般

的

に
権

利

能

力

を

認

め
た

こ
と

に
帰

さ

な

い

か
。

こ

の

こ
と

を
肯

定

す

る
学

説

(銀
冶
前
掲

「
い
わ
ゆ
る
権
利
能
力
な
き
社
団
に
つ
い
て
」
八
三
頁
、

森
泉
前
掲

「権
利
能
力
な
き
社
団
に
関
す
る
研
究
」
四
四
～
四
五
頁
)

も

あ

る
。

し

か

し

、

判

例

は
、

否
定

的

で
あ

る

。

大

審

院

は
、

原

審

の
判

断

を
支

持

し

て

つ
ぎ

の
よ

う

に
述

べ
た
。

.「
原
審

ハ
…
…
被
上
告
会

ハ
…
…
社
会
生
活
上

一
ノ
独
立
体

ト
シ
テ
存
在

ス
ル
団
体

ナ
ル
コ
ト
ヲ
認
定

シ
以

テ
被
上
告
会

ハ
民
事
訴
訟
法
四
六
条

二

所

謂
法
人

包
井

サ

ル
社
団

ニ
シ
テ
其

ノ
代
表

者

ノ
定

メ
ア

ル
モ

ノ
ニ
該
当

シ
其

ノ
名

二
於

テ
訴

へ
又

ハ
訴

ヘ
ラ

ル
ル
コ
ト
ヲ
得

ル
能

力

ハ
之

ヲ
有

ス

ル
モ
ノ
即
被
上
告
会

ハ
私
法
上

ノ
.権
利
能
力

ハ
之

ヲ
有

セ
サ
ル
モ
訴
訟
法
上

ノ
当
事
者
能
力

ハ
之

ヲ
有

ス
ル
モ
ノ
ナ

ル
旨
判
定

シ
…
…
原
審
認
定

ノ

各
事
実

ヲ
認

ム
ル

二
足

リ
且
該
認
定
事
実

二
基

ク
前
示
判
断

ハ
洵

二
相
当

ナ
リ
ト
ス
。
」
ー
大
判

昭
和

一
六
年
八
月

一
四
日
、
新
聞
四
七

二
四
号

一

七
頁
。
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戦
後
に
お
い
て
も
右
と
同
旨
の
判
例
が
あ
る
。
抹
消
登
記
請
求
訴
訟
で
、
被
告
が
自
分
は
法
人
格
な
き
社
団
で
訴
訟
当
事
者
と
な
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
登
記
権
利
者
と
な
る
こ
と
も
で
き
る
と
主
張
し
て
争

っ
た
事
案
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
被
告
の
右
主
張
を
い

れ
な
か
っ
た
。

「
控

訴
人
は
、
控
訴
協
会

は
法
人

で
は
な

い
社
団

で
あ

っ
て
訴
訟
当
事
者

と
な
る

こ
と
が

で
き

る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
登
記
権
利
者

と
も
な

る
こ
と

が

で
き

る
旨
主
張
す
る
け
れ
ど
も
、
法
人

で
な

い
社

団
で
も
代
表
者
ま
た
は
管

理
人

の
定

め

の
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
手
続

の
煩
雑
を
避

け

る
た
め
民
事
訴
訟
法
四
六
条

の
規
定

に
よ

っ
て
そ

の
名

に
お

い
て
訴
え
ま
た
は
訴
え
ら
れ
る

こ
と
が
で
き
る
に
止
ま
り
、

こ
れ
が
た
め
私
法
上

の
権

利
能

力
が
あ

る
と
は
か
ぎ

ら
な

い
。

い
い
か
え
れ
ば
、
訴
訟

の
当
事
者

と
な
る

こ
と
が
で
き

て
も
、

つ
ね

に
私
法
上

の
権
利

の
主
体

と
な
る
こ
と
が

で
き

る
と
い
う
も
の
で
も
な
く
、
控
訴
協
会
が
権
利

の
主
体

と
な
り
得

な
い
こ
と
は
前
説
示

の
と
お
り
で
あ

る
か
ら
控
訴
人

の
右

主
張
を
採

用
す

る

こ
と
は
で
き
な

い
。」
1
東
高
判
昭
和
二
七
年

一
月

二
八
翼
、
高
蟻
集
五
巻
九
号
三
五
七
頁
。

一
般
に
、
民
訴
四
六
条
は
、
私
的
紛
争
を
国
家
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、

ど
う
い
う
者
を

訴
訟
当
事
者
と
し
た
方
が
よ
り

簡
便
で

合
理
的
で
あ
る
か
と
い
う
訴
訟
法
独
自
の
立
場
か
ら
、
民
法
と
は
別
に
、

そ
の
者
が

権
利
能
力
を

有
し
て
い
る
か

否
か
に
か
か
わ
り
な

ぐ
、
法
人
格
の
な
い
団
体
で
も
代
表
者
、
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
程
度
に
外
部
に
対
し
て
明
確
な
組
織
を
も
っ
も
の
に
つ
い
て
は
当
事
者

能
力
を
認
め
団
体
そ
の
も
の
の
名
で
訴
え
、
訴
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
(三
肺
コ
解
「瓶
情
ぷ
曝
庁
轍
識
辮
捲
触
繰
『

●
エ
)∴

れ
に
よ
窪

・
法
人
鰹

き
社
団
に
訴
訟
当
量

能
力
を
認
め
て
も
そ
の
こ
と
が
直
ち
に

一
般
的
に
権
利
能
力
を
も
認
め
た
こ

と
を
意
味

す

る
も

の
で
は
な

い

こ
ど
と
な
る
。
右

大
審
院

並

に
東

京
地
裁

の
判

決

に
代
表

的

に
示
さ

れ
た
判
例

の
見
解

は
、

ほ
ぼ

こ
れ

に

一
致

し

て
い
る
と
理
解

さ
れ

る
。

し
か
し
、
判
例

が

「
訴

訟

の
当
事
者

と
な

る

こ
と
が

で
き

て
も
、

つ
ね

に
私
法
上

の
権
利

の
主
体

と
な

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う
も

の
で
も

な
く
」

と
述

べ
て

い
る
趣
旨
が

、
訴
訟

上

の
当

事
者
能
力

と
私
法

上

の
権

利
能
力

と
が
ま

る
で
関
連

の
な

い
も

の
と
す

る
趣
旨

で
あ
る

と
す

る
な
ら
、
そ
れ

は
疑
問

で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
実
体

法

と
訴

訟
法

の
法

主
体
性

は
相

互
作

用
が

あ
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り
・
実
体
法
上
の
権
利
能
力
者
は
訴
訟
法
上
も
当
事
者
能
力
を
認
め
ら
れ
る
ど
と
も
に
、
逆
に
訴
訟
法
上
の
当
事
者
能
力
を
有
す
る
こ
と

は
、
個
別
的
具
体
的
な
関
係
に
よ
り
、
そ
の
限
度
で
で
は
あ
る
が
、
実
体
法
上
の
法
主
体
性
を
帰
結
せ
し
め
る
(瞭
肝
魂

顯
の竪
ぴ
鑓
)。
す

な

わ
ち
、
法

人
格

な
き

社
団

に
訴
訟

当
事
者
能
力

を
認

め
る

こ
と
は
、
個

別
的

な
紛
争

の
解

決
を
通

じ
そ

の
限

度

で
あ

る

に
せ
よ

、
こ
れ

に

実
体
法

上

の
権

利
能
力

を
認

め
る

こ
と
に
帰
す

る
〔撤
肝
端
端
h
眠
瀦
踊
舗
融
庁
ゴ
恥
一
)
か
ら

で
あ
る
。

と

こ
ろ

で
、
実
体
法

と
訴

訟
法

の
法
主
体
性

の
相

互
作
用

を
端

的

に
把

握
す

る
な

ら
、
法
人
格

な
き
社

団

に
訴

訟
当
事
者

能
力

を
認

め

る

こ
と

は
、

「
個
別

的
な
紛
争

の
解

決

を
通

じ
そ

の
限
度

で
」

こ
れ

に
実
体
法

上

の
権

利
能
力

を
認

め

る

こ
と

に
帰
す

と

い
う

に
止
ま
ら

ず

、
広
く

一
般
的

に
実
体
法

上

の
権

利
能
力

を
認

め

る
(
鍛
冶
前
掲
「
い
わ
ゆ
る
法
人
格

な
き
社
団
に
つ
い
て
」
八
三
頁
)
こ
と
に
帰

さ

な

い
だ

ろ
う

か
。
も

し
そ
う

な
ら
、
右

に
代

表

的

に
示

さ

れ
た
判

例

の
見
解

は
、
当
然
支
持

で
き

な

い

こ
と
と
な

る
だ

ろ
う
。

(
1
)

民
訴
四
六
条

の
ほ
か
、

税
法
に
お
い
て
は
、

法
人
格
な
き
社
団

の
法
主
体
性
を
認
め
た

規
定
が
少
な
く
な
い
。

前
記

一
の
注

(
2
)
参
照
。

ー
な
お
税
法
上
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
本
誌
上

で
伊
藤
氏
が
詳
論
し
て
お
ら
れ
る
。

(
2
)

こ
れ
ら
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
社
団
は
社
団
た
る
こ
と
に
お
い
て
当
然
法
主
体
性
を
認
あ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
法
人
格
の
有
無
は
、
社
団
の
法
主

体
性

の
取
得
に
と

っ
て
決
定
的
な
も

の
で
は
な
い
。
結
局
法
人
格
の
付
与
と
は
、
主
体
性
を
有
す
る
こ
と
の

一
般
的
な
国
家
的
承
認
に
ほ
か
な
ら
な

い

。

」

(
3
)

本
件
第

一
審
判
決

(東
京
地
判
昭

和
三

一
年

四
月
九
日
、
下
民
集
七
巻

四
号

八
九
〇
頁
)

は
、
杉
並
支
部

は
根
本
組
織

を
確
定
す

る
独
自

の
定

款

を
欠
く

か
ら
、
権

利
帰
属

の
主
体

と
な
り
得
な

い
と
し
た
。
社

団
を
し
て
組
織
的
単

一
体

と
な
ら
し
め
る
た
め

の
組
織

法
は
、
社

団

に
と

っ
て
必

須

の
も

の
で
あ

る
か
ら
、

こ
れ
を
欠
く
も

の
は
権
利
帰
属

の
主
体
と
な
り
得

な

い
と
し
た
こ
と
は
妥
当

と
い
え
る
。

た
だ
し
、
定
款
が
あ

っ
て
も
そ

の
他

の
構
成
要
素

(
例
え
ば
構
成
員
、
機
関
等
)
を
欠
け
ば
、
到
底
社
団
と
は
い
え
な

い
の
で
あ

る
か
ら
、
定
款
だ
け
が
あ

っ
て
も
法
人
格
な
き
社

団
と

い
い
得
な

い
の
は

い
う

ま
で
も
な

い
。
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通
説
的

な
見
解

に
よ
れ
ば

、
法
人
格

な
き
社
団

は
、
権
利

能
力
が

な

い
の
で
あ

る
か
ら
、
そ

の
有

す

る
権

利

の
主
体

と
し
て
は
、
社
団

自
体

が
問
題

と
な

る

こ
と
は
な
く
、
社
員

の
総
体

が

そ

の
主
体

と
な
る
ほ
か

は
な

い

(酬
昧
硝
醐
)
。

こ
の
社
員

の
総
体

が

い
か
な

る
形
態

で

権

利

の
主
体

と
な

る
か

に
つ
い
て
は
、
共
有

説
(1
)
(鞘
瀬
灘
だ
齢
端
綱
+
助
助
柱
噺
關
止八穀
W
…註
世
ぎ
)、
合
有

説
(2
)(馴
結
球
頴
脳
鵡
識
耀
酬
」
法
)
、
総
有
説
(
3
)

(漱
詩
編
劉
嗣
㌧
』王
事
一議

購
謁
臓鱗
¶顛
階
隠
欝

鰯

鮨
筋
曝
甦
瓢
職
の無
鍵
轍

」)
の
一一一つ
の
立
場
が
あ
る
。

判

例

は
、
終

始
、
総
有
説

に
た

つ
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て

い
る
。

最
高
裁

は
、
昭
和

三

二
年

一
一
月

一
四

日
、
法
人
格

の
な

い
労
働
組
合

に
対

す

る
脱
退
組

合
員

か
ら

の
組

合
財

産

の
分
割
請

求
事
件

に

お

い
て

つ
ぎ

の
よ
う

に
判

示

し
た
。

、

「
原
審
の
確
定
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
件
債
務
者
組
合
が
法
人
格
な
き
組
合
で
あ
り
、
昭
和
二
五
年
七
月
二
三
日
当
時
お
よ
び
そ
の
前
後
に
わ

た
り
、
そ
の
実
体
が
い
わ
ゆ
る
権
利
能
力
な
き
社
団
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
当
事
者
間
に
争

い
が
な
い
。
思
う
に
、
権
利
能
力
な
き
社
団
の
財
産
は
、

実
質
的
に
は
社
団
を
構
成
す
る
総
社
員

の
所
謂
総
有
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
総
社
員
の
同
意
を
も

っ
て
、
総
有

の
廃
止
そ
の
他
者
財
産
の
処

分
に
関
す
る
定
め
の
な
さ
れ
な
い
限
り
、
現
社
員
お
よ
び
元
社
員
は
、
当
然
に
は
右
財
産
に
関
し
、
共
有

の
持
分
権
ま
た
は
分
割
請
求
権
を
有
す
る

も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
一
風
集

二

巻

=

一号

一
九
四
三
頁
。

も

っ
と
も

、
右
判
決

の
事
案

で
は
、
単

な

る
脱
退
だ

か
ら
財
産

分
割
請
求
権

は
な

い
と
認

定
す

れ
ば

足
り
、
総
有
だ

か
ら
全
員

一
致

の

同
意

で
総
有

を
廃

止

し
な

い
か
ぎ

り
、
財

産

分
割
請

求
権

は
な

い
と
ま

で
判

示
す

る
必
要

は
な

か

っ
た
と
も
考

え
ら

れ
る
(鯛
媚
礁
鵠
端
縫
躁
網

綱
纏

語

堅

砦

趨

諺

齢
㌫

舗

栖
酷
期
)。

、・

.、

引
き
続
き
最
高
裁
は
、
昭
和
三
九
年

、一
〇
月

一
五
日
(眠
き
㌫
嘩
猷
)
前
記
引
揚
者
更
生
生
活
協
同
連
盟
杉
並
支
部
の
土
地
の
賃
借
権
の
取
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一

得
に
つ
き

「
こ
の
よ
う
な
権
利
能
力
の
な
い
社
団
の
資
産
は
構
成
員
に
総
有
的
に
.帰
属
す
る
し
と
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。

ブ

下
級
審

の
判
例
も
こ
れ
と
同
旨
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
大
分
地
裁
昭
和
四
二
年
三
月
二
八
日
の
判
決
(欄
珊
珊
猷
九
)は
、
分
裂
後

に
お
い
て
も
な
お
従
前
と
同

一
性
を
有
し
、
法
人
格

な
き
社
団
と
認
め
ら
れ
る
国
鉄
労
働
組
合
大
分
地
方
本
部
が
、
か
ね
て
所
有
建
物
に
つ
い
て
の
保
存
登
記
名
義
を
信
託
し
て
い
た
個
人
に

対
し
、
右
信
託
契
約
を
解
除
し
た
こ
と
を
理
山
に
右
登
記
の
抹
消
登
記
手
続
を
請
求
し
た
事
案
で
、
本
件
建
物
に
つ
き
全
部
抹
消
を
求
め

る
右
請
求
は
棄
却
し
た
が
、
そ
の
際

「本
件
建
物
は
端
的
に
法
人
に
非
ざ
る
社
団
た
る
元
大
分
地
方
本
部
の
財
産

(
つ
ま
り
実
質
的
に
は
そ
の
全
構
成
員
の
総
有
に
属
す
る
財
産
)
と
認

む
べ
き
で
あ
っ
て
」

と
判
示
し
た
。

し
か
し
、
総
有
に
お
け
る
各
共
同
所
有
者
の
権
利
は
単
な
る
収
益
権
で
あ

っ
て
ー
-

目
的
物
の
使
用
収
益
を
伴
わ
な
い
債
権
の
帰
属
に

お
い
て
は
か
よ
う
な
収
益
権
も
な
い
(織
腰
⊇
厨
鍵
賊
講
)-

近
代
法
に
お
け
る
所
有
権
の
実
を
持
た
な
い
(職
コ
鵡
㎝
購
義
)
と
い
わ
れ
て
い
る
。
、

こ
の
よ
う
な
所
有
形
態
で
は
、

構
成
員
が

こ
れ
を
共
同
し
て
所
有
L
て
い
る
形
態
と
い
う
よ

り

は
、

む
し
ろ
実
在
的
総
合
人
た
る
共
同

体
が

こ
れ
を
所
有
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ

う
。
も

ど

も
と
総
有
は
、
前
近
代
的
な
共
同
体
を
素
材
に
構
成
さ
れ
た
観
念
で
不
明

、注
釈
民

確
な
構
成
を
有
す
る
。
こ
れ
を
社
団
法
理
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
べ
き
法
人
格
な
き
社
団
に
適
用
で
き
る
か
は
麗
な
し
と
し
な
い

r
法

(
11

)

一
葦

。

と
り
わ
け
、
総
有
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
法
律
行
為
の
形
式
、
社
団
財
産

の
公
示
方
法
、
社
団
の
債
務
と
責
任
、
訴
訟
関
係
を
法
的
に

解
釈
す
る
に
つ
き
、
困
難
に
逢
着
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
最
高
裁
は
、
総
有
と
す
る
結
果
、
前
記
引
揚
者
更
生
生
活
協
同
連
盟
杉

並
支
部
事
件
で
、
法
人
格
な
き
社
団
の
権
利
義
務
は
、
社
団
自
体
に
で
は
な
く
、
そ
の
構
成
員
に
帰
属
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
行
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為
が

「
社
団

の
名

に
お

い
て
行

な
わ
れ

る

の
は
、
一
々
す

べ
て

の
構
成
員

の
氏

名

を
列
挙
す

る

こ
と

の
煩

を
避
け

る
た
め

に
外

な
ら
な

い
」

(燗
鍋
磁
領
脚
掴
輸
旺
)
と

い
う

よ
う
な

こ
と
を
述

べ
ざ

る
を
得

な
く

な

っ
て
い
る
。
そ

の
意
味

は
判
然

と
し
な

い
が

、
社
団
名

の
表

示

は
記
載

上

す

べ
て

の
社

員

の
表
示

と
読

む

べ
き

で
あ
る

と
す

る
趣
旨

で
あ

ろ
う

か
。

も

し
そ
う

な
ら
疑
問

で
あ

る
。

な
ぜ
な
ら
、
法

人
格

な
き
社
団

に
関
す

る
訴

訟
手
続
巾

に
あ

る

い
は
最
終

口
頭
弁
論
終
結
後

に
社
員

の
加
入
脱
退
が

あ

っ
た

と
き

は
、

旧
社

員
が
訴

訟
手
続

か
ら
脱
退

す

る
と
と
も

に
、
新

入
社
員
が

訴
訟
参

加

(
民
訴

七
三
条

)
、

訴
訟
引
受

(
同
七
四
条
)

の
手
続

を
と
る
必
要

が
、
あ

る

い
は
新

入
社
員

の

た

め

一
々
承

継
執
行
文

(
同
法

五
二

九
条

)
を

と
る
必
要

(
社

団

の
、

ま
た

は
社

団

に
対

す
る
債

務
名
義

で
強
制

執
行

を
す
る
た

め
)
が

生
ず

る
と

こ
ろ

と
な

り
そ

の
煩
雑
さ

は

い
う
を
ま

た
ず

、
民

訴
四

六
条

の
趣

旨

に
反
す

る

こ
と
と
な

る
、

の
み
な
ら
ず

、
社

団
名

で
手
形

行
為

が

行
な
わ
れ

た
場
合
、

そ
れ
を

す

べ
て

の
社
員

の
手
形

行
為

と
解
す

る

こ
と
は
手
形

の
文

言
性

か
ら
し

て
困
難
だ

か
ら
で
あ

る
。
そ

う

し
て
み
る

と
、
結

局
右
利
旨

の

「
社
団

名

で
行

な
わ
れ
る

の
は
、

一
々
す
べ

て
の
構
成
員

の
氏
名
を
列
挙

す
る

こ
と

の
煩

を
避
け

る
た

め

に
外

な
ら

な

い
」

と

の
部
分

は
単

な
る
言
葉

の
綾

と
し
て
述

べ
ら
れ

た
に
す
ぎ

な

い
と
解
す

る

ほ
か
な

い
こ
と

に
な

ろ
う

か
と
思

わ
れ

る
に
至

る
。

ま
た
総

有

と
す

る

と
き

は
、
社
団
財
産

を
代
表
者

名
義

で
登
記

し
た
場
合

な
ど
、
社
団

な

い
し

は
社

員
全
員

と

の
問

で
当
然

に
信
託
契

約
が

さ
れ

た
も

の
と
み

る
ほ
か
な

い
で
あ

ろ
う

。

こ
の
点

ま

で
言
及

し
た
最
高
裁

の
判

決

は
ま
だ
見

当
ら
な

い
が

、
下
級
審

で

は
、
代

表
者
個

人
名
義

で

の
登

記

の
場
合

に
先
立

ち
、
売

掛
代
金
請
求

事
件

で
社
団

の
財
産

は
代
表

者

に
信
託

的

に
帰
属
す

る
旨

判
示

し
た
。
す
な

わ
ち
、

、

一

「
未
登
記
の
第

一
織
物
株
式
会
社
は
会
社
と
し
て
人
格
を
有
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
前
説
示
に
よ
れ
ぽ
、

一
個

の
独
立
し

た
組
織
的
単

一
体
を
組
成
し
て
い
る
か
ら
そ
の
組
織
体
を
構
成
す
る
各
個
人
と
は
、
別
異

の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
独
立
し
て
権
利
を

有
し
、
義
務
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
本
件
の
売
買
契
約
も
、
そ
の
人
格
な
き
組
織
体
が
締
結
し
た
も
の
と
解
す
る
。
た
だ
し
人
格
が
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な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
名
に
お
い
て
権
利
を
有
し
、
義
務
を
負
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
財
産

(積
極
消
極
と
も
に
)
は
、
総

て
そ
の
代

表
者
秋
山
晃
に
信
託
せ
ら
れ
、
代
表
者
は
信
託
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
自
己
の
名
に
お
い
て
、
未
登
記
会
社

の
た
め
に
、
権
利
を
有
し
、
義
務
を

負
う
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」i
京
都
地
判
昭
和
二
九
年
八
月
二
三
日
、
下
民
集
五
巻
八
号

;

一三
四
頁
。

引
き
続

き
、
法

人
格
な
き
社

団

の
提
起

し
た
所
有

権
移
転
登

記
請

求

事
件

で
、
代

表
者

の
肩
書
付
き
登

記

を
認

め
る
前
提

と

し
て

「
法
人
格
の
な
い
社

団
が
そ
の
名
で
取
得
し
た
財
産
は
、
社
員

の
総
有
に
属
し
代
表
者
が
信
託
的

に
そ
の
所
有
権

の
主
体
と
な
る
も
の
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。
」
ー
東
京
地
判
昭
和
三
六
年
二
月

一
五
日
、
下
民
集

一
二
巻
二
号
二
八
五
二
頁
。

叢論律法

旨
判

示
し

た
。

し

か
し
、
果

し

て
当
然

に
か

よ
う

な
信
託
関
係

を
認

め
る

こ
と
が

で
き

る
か

は
問
題

で
あ

る
。

以
下

こ
の
点

を
若

干

ふ
え

ん
し
て
考

え

て
み
た

い
。

学
説
に
お
い
て
も
、
法
人
格
な
き
社
団
に
信
託
の
法
理
を
適
用
す
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
(昧
滅
齢
誤
灘
口
紅
認

識
臥
段
噛
噛
顧

蟹

曙
麟
顯
鷹
漂
欝
積
謬
黙
羅
謙
曙
離
認
竃
晶
晶
⊥一躍
語
語
∩
餌
ぬ
鐘
慾精
嗣
翫
娚
論
甦
鯉
灘
漂
穀

籔
撤
蟹
誰露
欝
欝
繭

+
醐
O掲
賠
)。

ち
な
み
に
末
弘
博
士
は
、
.
「権
利
能
力
な
き
団
体
の
財
産
は
実
質
的
に
団
体
そ
れ
自
身
の
財
産
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

法
律
の
形
式
上
そ
れ
自
身
が
そ
の
財
産
に
お
け
る
権
利
義
務
の
主
体
と
な
り
得
な
い
。そ
の
結
果
、法
律
上
の
形
式
と
し
て
は
会
長
な
い
し

会
計
主
任
等
が
社
団
の
た
め
に
-…
1
す
な
わ
ち
信
託
的
関
係
と
し
て
1

個
人
名
義
を
も

っ
て
権
利
義
務
の
主
体
と
な
る
必
要
が
あ
る
」

と

い
わ
れ

る
。
法
人
格

な
き
社
団

の
法

形
式

と
実
体

と

の
、ミ
ゾ
を
架

橋

し
よ
う

と
試

み
る
注

目
す

べ
き

見
解

で
あ

る
。

こ
の
見
解

に
よ
る

と

「
社
団

の
規
定

に
お

い
て

一
人

又

は
数

人

の
信

託
受
託
者

(
斥
口
留
㊦
白
)

を
定

め
、
そ

の
信

託
受
託
者

が
社
団
構
成

員
全
員

の
た
め

に
社

団

の
目
的

た

る
事
業

を
執

行

し
、
ま

た
構
成
員

が
事
業

の
目
的

の
た

め
に
出
資

す

る
財
産

そ

の
他
社

団

の
利
益

の
た

め
に
寄
付

せ
ら
れ

る

財
産

を
す

べ
て

こ
の
信
託

受
託
者
が
構

成

員

の
た
め

に
信

託
財

産

と

し
て
所
有

す

る

の
で
あ

る
。
」
(誤
報
冷
却
醐
)と

い
う

こ
と

に
な

る
。
が

、

そ

の
信
託
契

約

の
信

託
者

を
社
員

全
員

と
す

る

こ
と

は
、
社
員

の
個

性

を
み

と
め
る

こ
と
と
な
り
、
組

織
的
単

一
体

と
し

て
の
社
団

の
実
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質

を
無
視

す

る

こ
と

に
な
ら

な

い
か
。

こ
の
点

を
措

く

と
し

て
も
、
社

員

と
代
表
者

の
信
託
契
約

は
、
.
何
時

、
ど

の
よ
う
な
形
式

で
行
な

わ
れ

る

の
か

(
と
り

わ
け
、
社

員

の
加
入
脱
退

の
あ

っ
た
と
き

問
題

で
あ

る
。
)

ま
た
、
社

団

の
内

部

で

は
代

表
者

の
選
任

を

は
じ

め
重

要
事

項

は
社

員

の
多
数
決

で
行

な
わ
れ

る
が

、

こ
れ
ら

に
反
対
決
議

を
し
た
少
数

社
員

は
、

そ
れ

で
も
信
託
者

で
あ

る

の
か
、
な
ど
疑

問

の
点

が
残

る
。
社

団
自
体
が

信
託
者

と
な

る

(
四
宮
前
掲

書
一
九
頁
)
と
す
る

と
、
社
団
自
体

が
法

主
体

と
な
る

こ
と
を
肯

話

し
た

こ
と
と
な
り
、
あ

え

て
信

託
法
理

の
適

用

を
主

張
す

る
ま

で
も
な

い
と

の
批
判
鹸

疎
剛
端
㌔
醜
獅
噛
勒
臆
館
社
)
が
当

る

こ
と
と
な
ろ
う

。
英
米
法

に
お

い
て

は
、
信
託

の
法

理
が
目
的
財

産
ば

か
り

で
な
く
法
人

格

に
も
代
位

し
え

て

い
る

と
の
指
摘
(端
舶
嚥
告
㌔
蛭
W
蹴
儲
鑑
聾

齪

即
扶
百
寮
」)が

あ

る
が
、

わ
が

国
法

上
に
信
託
法
理
を
適
用
す
る
に
つ
い
て
は
ま
だ
問
題
点
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

む
し
ろ
、
実
際
取
引
上
自
己
の
名
で
預
金
口
座
を
持
ち
そ
の
他
各
種
の
取
引
活
動
を
行
な

っ
て
お
り
、
か
つ
訴
訟
上
も
民
訴
四
六
条
に

よ
り
自
己
の
名
で
訴
訟
当
事
者
と
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
に
鑑
み
る
な
ら
、
法
人
格
な
き
社
団
の
財
産
は
、
社
団
自
体

の
単
独
所
有
に
帰

す
る
と
す
る
見
解
爾
端
端
幽
間
翫
味
碩
卵
矯
噺
端
端
い
講
酬
雌
力
)
に
聞
く
べ
き
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

(
1
)

こ
の
説
に
対

し
て
は
、

一
方

に
お
い
て
社

団
と
し
て
把
握
し
な
が
ら
他
方

に
お
い
て
社
員

へ
の
権
利
義
務

の
分
属
を
認

め
る
の
は
背

理
で
あ
る

(
石
田
前
掲
書

四
七
頁
)
。

の
み
な
ら
ず
、
契
約

関
係
を
本
質

と
す
る
組
合

の
規
定

を
団
体
と
し
て
の
強
度
な
単

一
性
を
本
質

と
す

る
法
人
格
な
き
社

団
に
適

用
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
理
論
的

な
出
発
点

に
お
い
て
疑

問
が
あ
る

(森
泉
前
掲

「
権

利
能
力
な
き
社

団

に
関
す
る
研
究
」
六

一
頁
)
と
の

批
判
が
あ
る
。

(
2
)

こ
の
説

に
対

し
て
は
、
各
構
成
員

の
個
人
的

目
的
を
離
れ
、
組
織
的
単

一
体
と
し
て
観
念

さ
れ
る
社

団
に
、
構
成
員

に
持
分
権
を
認
め
る
合
有

と
い
う
観
念
を
あ
て
は
め
る
こ
と
は
疑
問

で
あ
る

(森
泉
前

同
書

六
二
～
六
三
頁
)
と

の
批
判
が
あ
る
。
総
有

と
同
様
本
来
前

近
代
的
な
身
分
関
係

を
前
提

と
し
て
構
成
さ
れ
た
合
有

の
観
念

は
、
近
代
的
な
所
有
形
態

に
充
分
適

合
し
え
な

い
と
い
う
こ
と

で
あ

ろ
う
。

(
3
)

我
妻
新
訂
民
法
講
義

-

一
三
三
↓

一
三
四
頁

は
、

「
社
団

の
資
産
は
、
社

団
員

の
総
有

に
属

し
、
社
団
員
各
自
は
、
総
会

を
通
じ

て
そ
の
管
理
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に
参
画
す
る
だ
け

で
個

々
の
財
産

に

つ
い
て
持
分
権
を
も

つ
も

の
で
は
な

い
」
と
述

べ
て
い
る
。

四
、
法

人
格

な
き
社
団

の
財
産

の
公
示
方
法

叢論律法

不
動
産
物
権

の
得
喪
変
更
は
、
登
記
を
し
な
け
れ
ば
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
が
(民
法

一
七
七
条
)、
法
人
格
な
き
社
団
に
は
法
人
格

が
な
い
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
取
得
不
動
産
の
登
記
方
法
が
問
題
と
な
る
。

登
記

の
実
務
は
、
そ
の
理
由
を
示
す

こ
と
な
く
、
終
始
法
人
格
な
き
社
団
の
不
動
産
は
、
社
団
代
表
者
の
個
人
名
に
よ
っ
て
の
み
登
記

で
き
る
に
止
ま
る
と
し
て
い
る
(-
)(馴
磁
≡
醐
耀

縫
詩
難

⊥蕪

哩
O
)。
学
説
(2
)
(舗
嬬
甦
㌔
醐
購
臓
ぽ
鑓
縮
縫
灘
鳩
酪
仁
口
鶴
頚
註
目糊
麺
耀
馴
誰
効
酷
)

及

び
判
例

は
お

お
む
ね
登
記

の
実
務

の
取
扱

い
を
是
認

し

て

い
る
。

最
高
裁

は
、
先

に
掲
げ

た
引
揚
者

更

生
生
活
協
同

連
盟
杉

並
支
部
事
件

の
中

で
修
論
的

に
次

の
よ
う

に
判
示

し
た
。

「
権
利
能
力
の
な
い
社
団
は

『
権
利
能
力
の
な
い
』
社
団
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
代
表
者
に
よ
っ
て
そ
の
社
団
の
名
に
お
い
て
構
成
員
全
体
の
た
め

権
利
を
取
得
し
、
義
務
を
負
担
す
る
の
で
あ
る
が
、
社
団
の
名
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
の
は
、

一
々
す
べ
て
の
構
成
員
の
氏
名
を
列
挙
す
る
こ
と
の

煩
を
避
け
る
た
め
に
外
な
ら
な

い

(
従

っ
て
登
記
の
場
合
、
権
利
者
自
体

の
名
を
登
記
す
る
こ
と
を
要
し
、
権
利
能
力
な
き
社
団
に
お
い
て
は
、
そ

の
実
質
的
権
利
者
た
る
構
成
員
全
部
の
名
を
登
記
で
き
な
い
結
果
と
し
て
、
そ
の
代
表
者
名
義
を
も

っ
て
不
動
産
登
記
簿
に
登
記
す
る
よ
り
ほ
か
に

/

方
法
が
な
い
の
で
あ
る
)
。」ー
前
掲
最
高
判
昭
和
三
九
年

一
〇
刀

一
五
11
。

一下
級
審

で

は
、

こ
れ

よ
り
先
、
法

人
格

な
き

社
団

を
被

告

と
す

み
抹

消

登
記
請
求
事

件

で
、
か

か
る
社
団

の
登
記
能
力

を
否
定

し
た
。

「
控
訴
協
会
が
社
会
事
業
法
に
ょ
る
傷
痕
者
生
活
援
護
事
業
団
体
で
あ
る
が
、
法
人
格
を
有
し
な
い
社
団
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
自
陳
ず
る
と
こ
ろ

で
あ
る
か
ら
・
控
訴
協
会
と
し
て
は
私
法
上
の
権

利
の
主
体
と
な
り
得
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
・
し
た
が

っ
て
本
件
不
動
産
に
つ
い
て
、
か

己
の
名
を
以
て
そ
の
所
有
権
を
取
得
し
得
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
も
不
動
産
登
記
は
物
権

の
得
喪
変
更
を
第
三
者

に
対
抗
す
る
要
件

に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
実
体
上
の
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
控
訴
協
会
が
登
記
権
利
者
と
な
り
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

っ
て
、
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控
訴
協
会

を
登
記
権

利
者

と
す
る
前
記
所
有
権
移
転

登
記

は
無
効

の
も

の
と

い
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。」
ー
東
高
判

昭
和

二
七
年

.一
月
二
八
日
、

民
集
五
巻
九
号
三
五
三
頁
。

高

近
く
は
、
法
人
格
な
き
社
団
の
新
代
表
者
が
旧
代
表
者
に
対
し
、
か
ね
て
同
人
名
義
で
登
記
し
て
お
い
た
社
団
所
有
不
動
産
に
つ
き
、

第

一
次
的
に
は
社
団
自
体
に
、
第
二
次
的
に
は
代
表
資
格
を
付
し
た
新
代
表
者
に
所
有
権
移
転
登
記
を
求
め
た
事
案
で
、
裁
判
所
は
、
布

告
請
求
を
い
ず
れ
も
排
斥
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
次

に
述

べ
る
理
由

に
よ
り
原
告

は
本
訴

に
お
い
て
原
告
適

格
を
有
し
な
い
も

の
と

解
す

る
の
を

相
当

と
す

る
。

即
ち
、

権

利
能
力

の
な

い
社

団

は
、
不
動
産
登
記
法
上
登
記
申
請
人

と
な
る

こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
権

利
能
力

の
な

い
社
団
を
人
格

の
あ
る
社
団
と
同
様

に
登
記
申
請
人

に

な
る

こ
と
を
認
め
る
か
ど
う

か
は
立
法
政
策

に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
問
題

で
あ

る
と

こ
ろ
、
不
動
産
登
記
法

に
は
、
権
利
能
力

の
な

い
社
団
を
法
人

と
同
様

に
取
扱
う
旨

の
規
定
は
存
在

し
な

い
し
、
同
法
第

三
六
条
第

一
項
第
二
号
、
同
法
施
行
細
則
第

四
二
条

の
規
定

に
徴

し
て
も
、
権
利
能
力

の

な

い
社
団

は
、
現
行
法

上
登
記
申
請
人
と
な
り
得
な

い
も

の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
実

質
的

に
考
え
て
も
、
権
利
能
力

の
な

い
社
団

は

そ
れ
自
体

と
し
て
は
元
来
私
法
上
の
権
利
主
体
と
な
り
得

な

い
上

に
、
権
利
能
力

の
な

い
社

団
の
た

め
に
登
記
を
す
る

こ
と
に
な
る
と
権
利
能
力

の

な
い
社
団
た

る
実
質

を
有
す
る
か
ど
う
か
を
登
記
官
吏

は
審
査

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

こ
ろ
、
登
記
官
吏

は
実
質
的
審
査
権

を
有

せ
ず
、
単

に
形

式
的
審
査
権
し

か
有

し
な

い
か
ら
、
申
請
書

に
権
利
能
力

な
き
社
団
と
表
示

し
て
く

る
限
り
、

か
か
る
社
団

の
実
質
を
有

し
な

い
も

の
ま
で
、
登
記

官
吏

は
常

に
右

申
請
を
受
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
実
体

に
合

わ
な

い
登
記
が
な
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

か
く
て
は
登
記

の
表
示

に
対
す

る
信
頼

を
害

し
、
不
動
産
取
引

の
安
全
を
保
護
し

ょ
う

と
す
る
不
動
産

登
記
法

の
建
前

に
矛
盾

す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
以
上

の
事
柄

は
、
権
利
能
力

の
な
い
社
団

の
そ

の
肩
書
を
付

し
た

「
代
表
者
名
義

」
の
登
記

の
方

法

に
よ

っ
て
も
同
様

で
あ

っ
て
、
代
表
者
個
人
名
義
に
代
表
者

の
肩
書
を
付

す

る
こ
と
に
よ
る
登
記
も
許

さ
れ
な
い
も

の
と
す
る
を
相
当
と
す
る
。
以
上

の
次
第
で
あ

っ
て
、
権
利
能
力

の
な

い
社
団

で
あ
る
原
告

は
、
登
記
請
求

権
が
な
く
、
本
件

訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
適
格
を
欠
く
も

の
と

い
う
べ
く
、
そ

の
余

の
点

に
つ
い
て
客
先
す

る
ま
で
も
な
く
、
本
件
訴

は
不
適
法

と

し

て
却
下
を
免
れ
な
い
(3
)。」
ー
東
京
地
判

昭
和
四

一
年

三
月
三
〇

β
、
判
時

四
五
九
号
五
六
頁
。
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結

局

、
判

例

は
、
理
論

的

に
.は
、
法
人
格

な
き
社
団

に
は
法

人
格

が

な

い

こ
と
か
ら

、
実
質
的

に
は
、
法

人
格

な
き

社
団

の
登
記

を
認

め
る
と
、
そ
の
実
態
調
査
が
困
難
な
た
め
不
実

の
登
記
を
生
じ
さ
せ
、
取
引
を
混
乱
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う

こ
と
か
ら

(訓
練
麟

端

恥
酬
銅
牌
七
)、
法
人
格
な
き
社
団
の
登
記
を
認
め
て
い
な
い

(た
だ
し
、
登
記
請
求
の
確
定
判
決
に
よ
る
登
記
を
認
め
る
見
解

爾
ぽ
揃
嬬
麟
八
)

か
ら
は
、
裁
判
所
の
判
決
で
民
訴
四
六
条

の
点
で
社
団
的
実
在
性
を
公
認
し
て
い
る
か
ら
、
実
態
調
査
の
困
難
さ
を
も

っ
て
登
記
を
認
め

な
い
根
拠
と
す
る
の
は
理
由
が
な
い
と
の
反
論
が
加
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
)
。

し
か
し
、
法
人
格
な
き
社
団

の
財
産
に
社
員
と
離
れ
た
独
白

性
を
認
め
る
か
ら
に
は
、
登
記
は
こ
れ
と
で
き
る
だ
け

一
致
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
ま
た
、
社
員
の
個
人
資
産
と
の
分
別
を
示
す
た
め

に
も
、
社
団
自
体
の
名
に
よ
る
登
記
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
社
団
の
代
表
者
資
格
を
付
し
た
代
表
者
の
名
に
よ
る
登
記
を
認
め
る
べ

き
で
あ
る
と
の
学
説
(餓
±
蘭
館
混
融
端
縫
塑
「ぽ
畑
頑
ヂ
謝
獄
揃
隅
酷
味
帖
頭
口
端
蹄
鏑
醐
)
が
最
近
有
力
と
な

っ
て
い
る
(4
)。

下
級
審

の
判
決
の
中
に
は
、
右
と
同
様
、
代
表
者
資
格
を
付
し
た
代
表
者
名
義
に
よ
る
登
記
請
求
を
認
め
た
も
の
が
あ
る
。

一
定
地
域

内
に
店
舗
を
も
つ
商
人
間
の
親
睦
団
体
と
し
て
組
織
さ
れ
た
協
栄
会
と
い
う
法
人
格
な
き
社
団

の
新
代
表
者
が
、
旧
代
表
者
に
対
し
、
か

ね
て
同
人
名
義
で
登
記
し
て
い
た
社
団
の
土
地
に
つ
き
移
転
登
記
を
求
め
た
の
が
そ
の
事
案
で
あ
る
。
裁
判
所
は
右
請
求
を
い
れ
て
つ
ぎ

の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
原
告

の
よ
う
な
権
利
能
力

の
な

い
社
団
が
そ

の
名

で
取
得

し
た
財
産

は
、
社
員

の
総
有

に
属

し
、
代
表
者
が
信
託
的

に
そ

の
所
有
権

の
主
体
と
な

る
も

の
と
解
す

べ
き
で
あ
る
か
ら
、
被
告

か
ら
本
件
土
地
所
有
権

の
移
転
登
記
を
受
け

う
る
も

の
は
、
原
告

の
代
表
者

で
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
そ

し

て
権
利

の
実
体

と
そ
の
公
示
と
は
、

で
き

る
か
ぎ

り

一
致

さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
あ

る
か
ら
、
登
記
権
利
者

の
氏
名
と
住
所

の
記
載

の
み
を
要
求

す

る
不
動
産
登
記
法

の
建
前

か
ら
は
、
多
少
疑
問

の
余
地

は
あ
る
と
し
て
も
、
本
件
土
地

の
所
有
権

は
、
亀

井
孝
志

の
個
人

の
財
産

と
区
別
す
る
意

味

に
お
い
て
、
原
告
代
表
者
亀

井
孝
志

と
表
示
さ
れ
る

こ
と
が
望

ま
し
い
。
例
え
ば
、
権
利
能
力

な
き
社

団
を
被
告
と
し
て
勝
訴
判
決

を
得
た
も

の

は
、
そ

の
判
決
を
債
務

名
義
と
し
て
、

そ

の
社
団

の
財
産

に
対

し
て
強
制
執
行
を
す

る
こ
と
が
で
き

る
と
解
す

べ
き

で
あ
る
が
、
そ

の
財
産

(
こ
こ
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プで
は
不
動
産
)
が
代
表
者
個
人
の
財
産
と
区
別
が
つ
か
な
い
の
で
は
、
債
権
者
は
著
し
い
不
利
益
を
蒙
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
法
律
上
権
利
能

力
な
き
社
団
を
認
め
る
以
上
は
、
こ
れ
と
取
引
に
立
つ
第
三
者
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
よ
う
に
し
て
、
本
件
土
地
の
所
有
権
移
転
登
記

が
、
原
告
代
表
者
亀
井
孝
志
に
対
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
は
相
当
で
あ
り
、
原
告
が
被
告
に
対
し
て
、
そ
の
登
記
手
続
を
求
め
る
本
訴
請
求
は
正
当
と

し
て
認
容
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。」
ー
前
掲
東
京
地
判
昭
和
三
六
年
二
月

一
五
日
。

も

っ
と
も
、

こ
の
判
決
が

あ

っ
て
も
、
現

在

の
登
記
実

務

の
扱

い
で

は
申
請

を
却
下

す
る
で
あ
ろ
う
。
申
請

を
却
下

さ
れ
れ
ば

、
そ

れ

に
対

L
て
行
政
訴

訟
を
起

し
、
認

め
ら
れ

れ
ば
登

記
が

で
き

る

こ
乏

に
な
ろ
う
(加
藤
前
掲
「人
16
の

な
い
社
団
」
七
四
頁

)
が

、
そ

の
可
能
性

は
少

な

い
と
思

わ
れ

る
。

こ
の
判

決

の
結
果
、
協

栄
会
が

ど

の
よ
う

な
登
記

を
し
た

か
不
明

で
あ

る
が

、
代
表
者

の
肩
書
を
付

し
た
登
記

を
社
団

の
表
示

と
み

る

こ
と

は
そ

の
文
言

上

い
か
に
も
無

理

で
、
結

局
、
代
表
者
個
人

を
権
利
者

と
す

る
登
記

と
理
解

す

る
ほ
か
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て

そ

の
場
合

は
、
社

員
全
員

と
代
表
者
個
人

と
の
聞

で
社
団

の
不
動
産

の
登
記

を
代
表
者
個
人
名
義

と
す

る

こ
と
に

つ
き
黙

示

の

(
も

っ
と

も
前

記

国
鉄
労
働
組
合

大
分
地
方
本
部
事
件

で
は
当
事
者
間

で

は

っ
き

り

と
右

の
趣
旨

の
信
託
契
約

を
締
結

し
て
い
た
)
信
託
契
約

が
行

な
わ
れ

て

い
た
も

の
と
擬
制

す

る

こ
と
と
な
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
れ

な
ら
む

し
ろ
、
社

員
全
員

の
共
有
登
記

を
認

め
た
方
が

よ
り
直
接

的

で
は
な

い
だ
ろ

う
か
。
も

し
社
員

全
員

の
氏
名

を
列
挙

す
る

こ
と
が
、
最
高
裁

の
判
決

の
い
う

よ
う

に
煩
雑

で
あ

る
と

い
う

の
な
ら

、
社

団
自
体

の
登
記

を
肯

認

し
た
方
が

よ
い
と

い
う

こ
と
に
も
な
ろ
う
。

(
1
)

か
か
る
登
記
実
務
の
取
扱
に
よ
る
と
、
社
団
債
権
者
は
、
登
記
あ
る
社
団
不
動
産

に
対
し
社
団
に
対
す
る
債
務
名
義
で

執
行
し
て

行
く
こ
と

は
、
理
論
的
に
は
と
も
か
く
、
手
続
的
に
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
ろ
う

(
加
藤
前
掲

「
人
格
な
き
社
団
」
七
六
頁
、
菊
井
、
村
松
「
民
事
訴
訟
法
」
1

一
五
八
頁
参
照
)。

け
だ
し
、
登
記
あ
る
不
動
産
に
対
す
る
競
売
申
立
に
は
、
そ
れ
が
債
務
者
所
有

の
不
動
産
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
登
記
官
吏

の

認
証
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(民
訴
六
四
三
条

一
項

一
号
)
が
、
法
人
格
な
き
社
団
に
つ
い
て
は
社
団
名
あ
る
い
は
代
表
者
の
肩
書
付
の

登
記
が
許
さ
れ
ず
、
個
人
名
義
で
登
記
さ
れ
て
い
る
結
果
、
社
団
の
認
証
書

の
添
付
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
社
団
債
権
者
と
し
て

は
、
代
表
者
個
人
名
義
の
不
動
産
に
つ
き
、
そ
れ
が
実
質
的
に
社
団
の
所
有
で
あ
る
こ
之
を
立
証
し
て
社
員
全
員
の
共
有
名
義
に
改
め
た
上
で
社
団
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に
対
す
る
債
務
名
義
に
基
づ
き
、
差
押

・
競
売
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る

(
加
藤
前
掲

「
人
格

の
な
い
社
団
」
七
六
頁
)
。

し
か
し
、
最
高
裁

の
よ
う
に
、
法
人
格
な
き
社
団
で
は

「
そ

の
実
質
的
権
利
者
た
る
構
成
員
全
部

の
名
を
登
記
で
き
な
い
結
果
と
し
て
そ
の
代
表
者

・名
義
を
も

っ
て
不
動
産
登
記
簿

に
登
記
す
る
よ
り
ほ
か
に
方
法
が
な
い
」
(前
掲
最
高
判
昭
和
三
九
年

一
〇
月

一
五
日
)
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
代
表

者

の
個
人
名
義
を
社
員
全
員
の
共
有
名
義
に
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
社
員
全
員
の
共
有
名
義
に
改
め
る
こ
と
が

で
き
て
も
、
そ
れ
に
よ

っ
て
は
社
員
全
員
の
共
有
登
記
の
認
証
書
が
得
ら
れ
る
だ
け
で
、
社
団
の
認
証
書
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
や
は
り
、

債
務
者
と
登
記
簿
上
の
名
義
人
は

一
致
し
な
い
。
結
局
社
団
債
権
者
と
し
て
は
代
表
者
個
人
名
義

の
社
団
財
産
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
社
員
全
員
の

共
有
名
義
に
改
め
る
方
法
に
よ

っ
て
も
、
社
団
に
対
す
る
債
務
名
義
に
基
づ
き
差
押

・
競
売
し
て
い
く
こ
と
は
手
続
的

に
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ

に
、
社
団
の
不
動
産
で
あ

っ
て
も
、
代
表
者
の
個
人
名
義
で
登
記
L
て
あ
る
と
、
代
表
者
個
人
の
債
権
者
が
こ
れ
に
対
七
強
制
執
行
を
し
て

く
る
こ
と
が
起
こ
る
が
、
こ
の
場
合
真
実

の
所
有
者
で
あ
る
権
利
能
力
な
き
社
団
は
第
三
者
異
議
の
訴

(民
訴
五
四
九
条
)
に
よ

つ
て
∵
そ
れ
を
排

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。
社
団
名
あ
る
い
罫
代
表
者

の
肩
書
付
き

の
登
記
を
認
め
ら
れ
な
い
た
め
止
む
な
く
代
表
者
個
人
名
義
で

社
団
財
産
を
登
記
し
て
い
る
社
団
の
立
場
を
考
慮
す
る
な
ら
、
代
表
者
個
人
名
義
の
登
記
は
、
真
実

の
権
利
状
態
を
反
映
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、

し
か
も
、

こ
れ
ら
の
公
示
手
段
に
は
な
ん
ら
の
公
信
力
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
か
よ
う
な
虚
偽
の
表
象
を
信
頼
し
た
第
三
者
は
こ
れ
に

伴
う
権
利
を
取
得
す
る
理
由
は
な
く
、
第
三
者
か
ら
の
代
表
者
個
人
名
義
の
社
団
財
産
に
対
す
る
強
制
執
行
に
つ
い
て
は
、
社
団
あ
る
い
は
社
員
か

ら
の
第
三
者
異
議

の
訴
は
認
め
ら
れ
る

(
柚
木
前
掲

「
権
利
能
ガ

の
な
い
社
団
」
七

一
頁

(旧
説
))
べ
き
で
あ
る
。
が
、
他
方
、
取
引

の
安
全
に
重

き
を
お
く
と
、

社
団
代
表
者
は
社
団
財
産

の
受
託
者
と
し
て
信
託
的
に
そ
の
財
産
関
係

の
主
体
と
な

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
個
人
名
義
の
登

記
も
全
く
真
実

に
符
合
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
し
た
が

っ
て
、
第
三
者

の
側
か
ら
そ
の
財
産
を
社
団
財
産
と
主
張
す
る
こ
と
は
と
も
か
く
、

社
団

の
側
か
ら
代
表
者
個
人
の
所
有
で
あ
る
こ
と
を

否
定
で
き
ず
、

第
三
者
異
議
は

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る

(
柚
木

「権
利
能
力
の
な
い
社

団
」
民
法
例
題
解
説
亘
、
三
六
～
三
七
頁
(新
説
)
)
。

社
団
と
し
て
は
こ
れ
を
避
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
社
員
全
員

の
共
有
登
記
の
便
法
を
と
れ
ば
よ

い
の
に
、
そ
れ
を
代
表
者
個
人
名
義
に
し
で
お
い
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
信
頼
し
た
者
が
保
護
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
れ
を
法
人
格
な
き
社
団
の
所
有
権
の
対
抗
問
題
と
考
え
て
も
、
差
押
債
権
者
も
民
法

一
七
七
条
の
第
三
者
に
該
当
す
る

(大
判
明
治
四

一
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ピ
年

一
二
月

一
五
日
、
風
鐸

一
四
輯

一
二
七
六
頁
、
大
判
大
正
四
年

七
月

一
二
日
、
民
録

二

一
輯

二

二
六
頁
、
大
判

昭
和

一
四
年
五
月
二
四
日
、
蟻

集

一
八
巻
六
…
三

一頁
)

の
で
あ
る
か
ら
、
社
団
は
、
差
押
債
権
者

に
対
抗

で
き
な

い
も

の
で
あ

る

(
以
上

に

つ
き
加
藤
前
掲

「
人
格

の
な

い
社
団
」

七
九
頁
参
照
)。

実
務

の
取
扱

に
よ
る
と
、
右

の
よ
う
な
点

で
不
合
理
な
結
果
を
生

じ
さ

せ
る
こ
と
と
な
る
。

(
2
)

法
人
格
な
き
社

団
財
産

の
帰
属

に
つ
き
社
団

の
単
独
所
有
を
主
張
す
る
者
は
、
そ

の
登
記

に

つ
い
て
も
判
決
を
得

た
上

で
社
団
自
体

の
名

で
登

記
す
る
こ
と
を
認

め
よ
と
い
う

(鍛
冶
前
掲
書
八
八
～
八
九
頁
)
。

(
3
)

本
判
決

は
、
登
記
申
請
適
格
が
な
い
こ
と
を
理
由

に
当
事
者
適
格

を
欠
く
と
し
た
が
、
む
し
ろ
登
記
請

求
権

の
な

い
こ
と
を
理
由

に
実
体
法
上

の
問
題
と
し
て
処
理
す

べ
き

で
は
な
か

っ
た

か

(同
旨
菊
井
、
村
松
前
掲

書

一
五
八
頁
)。

(
4
)

そ

の
他
、
加
藤
教
授

は
、
法
人
格
な
き
社
団

は
民
訴
四
六
条

に
よ
り
、
実
体
法
上

で
も
権
利

の
取
得

を
認

め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か

ら
、

こ
の
よ
う
な
実
体
法
上

の
権
利

は
登
記
法
上

で
も
公

示
す
る

こ
と
が
で
き

る
と
す
る
の
が
自
然

で
あ
る
と
い
わ
れ
る

(同
教
授
前
掲

「
実
体
法

と
手
続
法
」

二
六
.頁
)
。五

、
法
人
格

な
き
社
団

の
債
務

と
責
任
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法
人
格

な
き
社
団

の
債

務

は
、
だ

れ

に
ど

の
よ
う
な
形
態

で
帰
属

し
、

こ
れ
に

つ
き

社

員

は
ど

の
よ
う
な

責
任

を

負

う

の
で
あ

ろ
う

か
。

こ
れ

は
、
第

三
者

の
利
害

と
も
結
び
付

い
た
も

っ
と
も
重

要

な
問
題

で
あ

る
。

通

説

は
、

先

に
み

た
よ
う

に
法
人
格

な
き

社
団

に

は
権

利
能
力
が

な

い
と
す

る

こ
と

か
ら

、
社

団

の
債

務

は
総
社

員

に
総
有
的

に
帰

属

し
、
社
団
の
財
産
だ
け
が
そ
の
引
当
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
(-
)露
醒
苗
齢
担
駆

訓
願
和
献
颯
輔
端
贈
古
年
℃
蹟
パ
酬
喉
醐
醐
囎
虻
ゴ
順
顯
璽

鷺
陛

胱
勘
当
理
コ螺
叢

瑠

)。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
社
団
の
債
務
の
履
行
が
な
い
と
き
、
社
団
の
債
権
者
は
、
常
に
社
団
財
産
に
っ
い
て

の
み
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
止
ま
り
、
こ
の
財
産
か
ら
債
権
全
額
の
弁
済
を
得
ら
れ
な
く
て
も
、
更
に
社
員
の
個
人
的
財
産
に
対
し



ユ28

 

叢論律法

て
強
制
執

行
す

る
権

限

は
有

し
な

い
こ
と

と
な

る
。

こ
の
点

に
つ
き

、
最
高
裁

の
判
決

は
ま
だ

出

て

い
な

い
が

、
下
級
審

の
判
決

は
、
通
説

に
な
ら

い
、
社

団

の
債
務

に

つ
い
て
は

、
社

団

財
産

の
み
が
引

当

と
な

り
社

員
が
直

接
取
引

の
相
手
方

に
対

し
責

任

を
負

う
も

の
で

は
な

い
と
し

て
い
る
。

事
案

は
、
国
が
沖
縄
人
連

盟

に
対

し
、

カ

ン
ヅ

メ
代
金

の
支
払

を
求

め

る
と
共

に
、
同

連
盟

は
法

人
格

な
き
社

団

で
あ
る
か
ら
、
同
連

盟

の
し
た
商
取
引

に

つ
い
て
は
、

・そ

の
構

成
員
も

商
法

五

一
一
条

に
よ
り
同
連
盟

と

連

帯

し
て

債

務
を

負
担

す

る
も

の
で
あ

る
と
主

張

し
、
構
成
員

に
対

し

て
も
右
代
金

の
支
払

を
求

め
た
も

の
で
あ

る
。
裁
判
所

は
、
国

の
構

成
員

に
対

す

る
請
求

を
棄
却

し
、

つ
ぎ

の
よ
う

に
判
示

し

た
。

「
被
控
訴
人
連
盟
が
前
段
認
定
の
よ
う
な
組
織
を
有
す
る
社
団
で
あ
る
以
上
、
被
控
訴
人
連
盟
は
法
人
で
は
な
い
と
し
て
も
、
社
員
な
い
し
役
員

の

個
人
的
財
産
関
係

か
ら
分
離
独
立
し
た
存
在
を
有
す
る
も
の
と
い
う
べ
く
、
従

っ
て
被
控
訴
人
連
盟
の
機
関
ま
た
は
そ
の
社
員
た
る
被
控
訴
人

に
お

い
て
被
控
訴
人
連
盟
が
な
し
た
取
引

に
つ
い
て
、
取
引
の
相
手
方
に
対
し
直
接

に
権
利
義
務
を
負
う
も

の
と
は
断
じ
難
い
。
も

っ
と
も
、
権
利
能
力

な
き
社
団
が
取
引
す
る
場
合
取
引

の
条
項
巾

に
社
員
な
い
し
は
そ
の
役
員
に
お
い
て
取
引
の
相
手
方
に
対
し
直
接
に
責
任
を
負
う
旨
の
特
約
が
あ
る

と
き
は
、
社
員
ま
た
は
役
員
に
か
か
る
責
任
を
生
じ
得
る
が

本
件
に
お
い
て
は

一
切

の
証
拠
に
よ
っ
て
も
、

被
控
訴
人
連
盟

の
し
た

取
引
に
お
い

て
、
か
か
る
特
約
は
認
め
得
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
控
訴
人
は
、
右

の
如
く
被
控
訴
人
連
盟
以
外
の
被
控
訴
人
等
は
被
控
訴
人
連
盟
の
し
た
取
引

に
つ
い
て
、
商
法
五

一
一
条
に
よ
り
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
す
べ
き
も
の
と
主
張
す
る
が
、
権
利
能
力
な
き
社
団
を
嘗
て
の
学
説

の
如
く
民
法

の
組

合

に
類
す
る
も
の
と
解
す
る
な
ら
ば
格
別
、
権
利
能
力
な
き
社
団
が
社
団
に
し
て
組
合
に
非
ざ
る
以
上
控
訴
人

の
右
主
張
は
採
用
に
値

し
な
い
。」
1

東
高
判
昭
和
三
四
年

一
〇
月
三

一
日
、
下
民
集

一
〇
巻

一
〇
号
二
三
二
五
頁
。

右
判
決

は
、
沖
縄

人
連
盟
が

そ

の
社
員

な

い
し
、
役
員

の
財

産
関
係

か
ら

は
分
離
独

立

し
た
存
在

を
有
す

る

こ
と
を
理
由

に
、
社
団
債

務

に

つ
き

、
社
員

な

い
し
役
員

の
個
人
的
責

住
を
否
定

し
た
も

の
で
あ

る
。
そ

の
ほ
か
、
右
判
決

の
よ
う

に

は

っ
き

り
と

は
述

べ
て

い
な

い
が

、
同
旨

の
判

決

と
し

て
神
戸

地
裁

州
本
支
部

昭
和
三

六
年

一
二
月

二
〇

口

の
判
決
(圷
顎
鴫
G
に
捲
恥
)
を
あ
げ

る

こ
と
が

で
き

る
。
原
告
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は
、
法
人
格

な
き
社

団

と
認

め
ら

れ
た

津

井
製
瓦
組
合

の

振

出

し
た

約
束

手
形

の

所
持

人

で
あ

る
が
、
右
組
合

に
対

し
て
は
そ

の
全
額

を
、
右
組
合
員

に
対

し
て
は
民
法

上

の
組
合

で
あ

る

こ
と
を
理
由

に
そ

の
各

均

一
部
分

を

支
払

う
よ
う
、

そ

れ
ぞ

れ

別
訴

で
求

め
た
。

裁

判
所

は
こ
れ
を
併

合

し
て
審

理

し
た
結

果
、
右
組
合

は
、
法

人
格
な
き
社
団

と
し
て
認

め
る

の
が

相
当

で
あ

る
か
ら
、
民
法

上

の
組

合

で
あ
る

こ
と
を
理
由

と
す

る
後
者

の
請
求

は
そ

の
前
提

を
欠
き

失
当

で
あ

る
と
し

て
、

こ
れ
を
棄

却
し
た
。
法

人
格

な
き
社
団

で
あ

る
以

上

、
社
員

は
そ

の
手
形
債
務

に

つ
き

責
任

を
負

う
も

の
で
は
な

い
と

い
う

こ
と
を

当
然

の

こ
と
と
L

て

肯
定

し
た
も

の
と

思

わ
れ

る
。

と

こ
ろ

で
、
右

二

つ
の
判

決

は
、
単

に
法
人
格

な
き
社
団

と

い

っ
て

い
る

の
み

で
あ

る
が

、
そ

の
実
体

(、
)
を
み

る
と
、

そ
れ

は
組

合

と
厳

格

に
区
別

さ
れ

た
意
味

で

の
社
団

を
指

し
て
い
る
も

の
と
解

す
る

の
が

相
当

で
あ

る
。

そ

し
て
、
組
合

と
厳
格

に
区
別
さ

れ
た
意
味

の
社
団

で
は
、
社
員

は
社
団
財

産

に
つ
き
分
割
請

求
権

は
も
ち

ろ

ん
、
持

分
権
も
有

し

て

い
ず

、
社
団
財
産

は
社
員

の
個
人
財
産

か
ら
全

く
分
別

し
て
管

理
さ

れ
、
社
団
債
権
者

は
執

行
財
産

と
し

て
は

こ
れ

の
み
を
期
待

し
、
ま

た
社
員
も

こ
れ

の
み
が
そ

の
引

当

と
な
る
も

の

と
予
想

し
て
(
三

対

外
的
取
引

活
動

を
行
な

っ
て
い
る

の
が

通
常

で
あ

ろ
う

と
推
測

さ
れ

る
。

し
た
が

っ
て
、
社
団

の
債
務

に

つ
い
て
は

社
団
財

産

の
み
が
引

当

と
な

る
と
す

る
判
例

の
立
場

は
正
当

と

い
え

よ
う
。

も

っ
と
も

、
学
説

で

は
、
社

団
を
営
利
社
団

と
非

営
利
社
団

と

に
分

け
、
営

利
社
団

の
財
産

は
社
員

の
営
利

目
的

の
た

め
の
手
段

で
あ

る

か
ら
、
営
利
社
団
に
つ
い
て
は
社
員
の
責
任
を
補
充
的
に
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
が
最
近
有
力
で
あ
る
(活
相
哺
謂
富
麗

鵬
翼

船
町

耀
翻
襲

蒸

ぎ
璽

翼

下璽

竃
世
襲

纏

い
綱
歎
ゴ裏

芸
蕨
纏

曙
曇

霞

綴躍
誤
翼

)
。
こ
の
見
解
は
、
責

任
秩
序
は
利
害

の
比
較
衡
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
を
指
摘
し
た
点
で
、
充
分
評
価
し
う
る
。
し
か
し
、
法
人
格
な

き
社
団
は
、
社
団
と
し
て
取
引
過
程
に
は
社
員
を
離
れ
た
組
織
的
単

一
体
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
、
取
引

の
相
手
方
も
、
社
員
の
個
人
財
産

ま
で
は
当
て
に
.し
て
い
な
い
の
が
通
常
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
社
団
財
産
の
み
で
は
不
安
を
感
ず
る
と
き
は
、
人
的
あ
る
い
は
物
的
保
証

を
と
る
な
ど
の
方
法
を
と
れ
ば

よ
い
わ
け
で
あ
る
(端
端
醐
鴫
七
献
飾
釦
願
)
か
ら
、
営
利
社
団
に
つ
き
人
的
無
限
責
任
を
認
め
る
こ
と
に
は
疑
問
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が

あ

る
。

・

・

-

つ
ぎ

に
問
題

と
な

る

の
は
、
実

際

に
相
手

方

と
取
引

関
係

に
立

つ
法

人
格

な
き
社
団

の
代

表
者

の
責
任

で
あ

る
。

ド

イ

ツ
民

法

(
五
四
条

二
文
)

は
、
法
人
格

な
き
社
団
名

で
行

な
わ
れ
た
行
為

に

つ
い
て
は
一
行
為

者

で
あ

る
代
表
者

に
も
個

人
的
責

任

を
負

わ

せ
て

い
る
が

、
わ
が
民
法

に
は

こ
れ

に

つ
い
て
規
定

を
欠
き
代
表

者

の

責
任

の

有
無

は
、

も

っ
ぱ

ら

解

釈

に
ま
か
さ

れ
て

い

る
。
学
説

に
は
、
公
示

と

い
う

こ
と

の
な

い
法
人
格

な
き

社
団

に
お

い
て
は
、
こ
れ

と
取
引

関
係

に
立

つ
第
三
者
保
護

の
た

め
(捌
越
前
剛
堅
羅

齢
魏

魏

緯

鵠

.
)、
あ
る
い
は
、
受
託
者
た
る
現
実
の
行
為
者
と
し
て
聖

霊

)、

社
団
の
袋

者
は
、
社
団
債
務
に
つ
き
社
団
財
産
を

引

当

と
す

る
ほ
か
、
自

か
ら
個

人
的
責
任

を
負
担
す

る

と

の
肯
定
説
が

あ

る
。

判

例

は
、
下
級
審

で
あ

る
が

否
定
的

で
あ

る
o

未

登
記

の
第

一
織
物
事
件

で
信
託

理
論

に
よ
り
次

の
よ
う

に
判

示

し
た
。

「
未
登
記

の
第

,一
織
物
株
式
会
社

は
…
…
人
格
が
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
名

に
お

い
て
権
利
を
有

し
、
義
務

を
負
う

こ
と
は
で
き

な
い
か
ら
、

財
産

(積
極
消
極
と
も

に
)

は
、
総

て
そ

の
代
表
者
秋
山
晃

に
信
託
せ
ち
れ
、
代
表
者
は
信
託
事
務

を
処
理
す

る
た
め
、
自
己
の
名

に
お
い
て
、
未

登
記
会
社

の
た

め
に
、
権
利

を
有

し
、
義
務
を
負
う
も

の
と
し
て
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
従

っ
て
原
告

は
第

一
織
物
株
式
会
社

に
対

し
訴
を
提

起
す

る
に
は
、
被
告
を
相
手
方
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
は
言
え
、
被
告
個
人

の
債
務

を
訴
求
す
る
場
合

と
は
異
な
り
、
被
告

に
信
託

さ
れ
た
財
産
権

の
範
囲

に
限
局
し
て
、
請
求
権
を
行
使

し
得
る
も

の
で
、
被
告
も
敗
訴

の
場
合
、

そ

の
信
託
さ
れ
た
財
産
を

以
て
の
み

弁
済

の

義
務
が
あ
る
も

の

で
、
自
己

の
本
来

の
個
人
財
産

を
以
て
弁
済

の
義
務

に
服
す
る
必
要
は
な

い
の
で
あ

る
(
4
)。」
ー
前
掲
京
都
地
判

昭
和
二
九
年

八
月
二
三
日
。

ま
た
、
沖
縄
人
連
盟
事
件
で
は
、
特
約
が
な
け
れ
ば
代
表
者
は
連
盟

の
し
た
取
引
に
つ
き
相
手
方
に
対
し
直
接
個
人
的
責
住
を
負
わ
な

い
之
さ
れ
た
(醜

類
謂

糟

。三
墾

訪
露

百
、
)。

法
人
格
な
き
社
団
は
法
人
格
の
あ
る
社
団
と
異
な
り
、

一
般
的
に
組
織
が
不
備
で
財
産
的
基
礎
も
弱
く
、
と
り
わ
け
そ
れ
ら
が
公
示
さ
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れ
る
こ
と
も
な
い
た
め
、
社
団
財
産
に
対
す
る
強
制
執
行
が
実
際
上
困
難
で
あ
る
こ
と
、
行
為
者
た
る
代
表
者
は

一
般
社
員
よ
り
社
団
と

緊
密
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
取
引

の
相
手
方

の
た
め
に
は
、
行
為
者
で
あ
る
代
表
者
個
人
の
責
任
を
認
め
る
こ
と
も
、
理
由
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
民
法
の
よ
う
な
明
文
の
規
定
の
な
い
わ
が
民
法
で
同
様
に
解
す
る
こ
と
は
難
点
が
あ
る

(端
は
端
端
)。

の
み
な
ら
ず
、
相
手
方
も
行
為
者
も
、
社
団
の
取
引
に
つ
き
行
為
者
の
個
人
責
任
を
予
期
す
る
こ
と
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
行
為

者
の
個
人
責
任
を
予
期
す
る
な
ら
、
前
述
の
よ
う
に
保
証
な
ど
の
方
法
に
よ
れ
ば
よ
く
、

現
に
そ
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
(,
)
の
で
あ

る
か
ら
、
代
表
者
の
個
人
責
任

は
否
定
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

品
継
嗣
『
細
臥
聯
動
鰍
)。
な
お
こ
の
点

に
つ
い
て
も
、
営
利
社
団
と
非
営
利

社
団
と
に
分
け
、
営
利
社
団
に
つ
い
て
は
、
行
為
者
た
る
代
表
者
の
責
任
を
補
充
的
に
認
め
る
見
解
が
あ
る
(嬬
醜
翻
醐
繊
↑
誤
批
願
)。

進
ん
で
更
に
困
難
な
問
題
は
、
代
表
者
の
不
法
行
為
に
対
す
る
社
団
の
責
任
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
民
法
四
四
条
は
法
人
格
な
き
社
団
に

も
適
用
さ
れ
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
、
近
時
の
学
説
は
、
民
法
四
四
条
は
、
組
織
体

の
本
質
に
関
す
る
規
定
で
、
法
人
格
な
き
社

団
に
つ
き
同
条
の
適
用
を
排
除
す
べ
き
根
拠
は
な
く
、社
団
は
代
表
者

の
不
法
行
為
に
つ
き
、社
団
財
産
を
も

っ
て
そ
の
責
任
を
負
う
も
の

で
あ
る
と
す
る
(酬
鰍
揃
鵬
翻
土
冠
頭
)。

最
近
、
下
級
審
の
判
決
は
、
右
学
説
に
な
ら
い
、
法
人
格

の
な
い
労
働
組
合
の
機
関
の
不
法
行
為

(違
法
争
議
)
に
つ
き
労
働
組
合

の

賠
償
責
任
を
肯
定
し
た
。

「
と
こ
ろ
で
、
被
告
ら
は
、
労
働
組
合
が
法
人
格
を
有
し
な
い
社
団
で
あ
る
場
合

に
は
、
労
働
組
合
法
弟

一
二
条
が
法
人
で
あ
る
労
働
組
合
の
み
に

っ
き
、
民
法
四
四
条
を
準
用
し
て
い
る
こ
と
の
反
対
解
釈
と
し
て
、
同
条

の
不
法
行
為
責
任
を
負
担
さ
せ
な
い
と
す
る
の
が
法
の
趣
旨
と
解
す
べ
き

旨
主
張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
働
組
合
法
第

=

一条
が
法
人
た
る
労
働
組
合
に
つ
き
民
法
第
四
四
条
を
準
用
し
て
、
機
関
に
よ
る
行
為

に
つ
い

て
、
組
合

の
不
法
行
為
責
任
を
エー-
認
し
た
根
拠
は
、
そ
の
社
団
的
組
織
と
機
能
に
由
来
す
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
法
人
格
な
き
社
団
た

る
労
働
組
合
に
お
い
て
も
、
機
関
に
よ
.り
不
法
行
為
が
な
さ
れ
た
場
合
、
労
働
組
合
法
弟

一
二
条
お
よ
び
民
法
第
四
四
条
第

一
項
を
類
推
適
用
し
て
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組
合
が
そ
の
責
を
負
う
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
そ
の
被
告
ら
の
主
張
は
採
用
で
き
な
い
。
ま
た
、
被

告
ら
は
、
争
議
行
為

の
よ
う
な
集
団
的
事
実
行
為

の
場
合
に
は
、
集
団
と
し
て
の
行
為
が
あ
る
の
み
で
あ

っ
て
、
機
関
の
行
為
は
集
団
と
し
て
の
行

為
に
吸
収
さ
れ
存
在
し
な
い
か
ら
、
民
法
四
四
条
第

一
項
に
よ
り
組
合
が
不
法
行
為
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
旨
主
張
す
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
た
し
か
に
、
争
議
行
為
は
、
組
合
大
会
に
お
け
る
組
合
員

の
多
数
決
に
も
と
ず

い
て
行
わ
れ
る
団
体
的
事
実
行
為
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
組

合
の
機
関
に
あ
た
る
者
は
、
通
常
、
争
議
計
画
を
樹
立
し
、

こ
れ
を
大
会
に
提
案
し
て
そ
の
決
議
を
得
、

つ
い
で
争
議
戦
術
を
決
定
し
か

つ
争
議
行

為
を
指
導
し
、
実
行
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
行
為
が
違
法
で
あ

っ
た
場
合
に
は
、
組
合
は
同
規
定
に
よ
り
不
法
行
為
責
任

を

負

う

に
い
た

る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
点

の
被
告
ら
の
主
張
も
採
用
で
き
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
組
合
は
会
社

に
対
し
、
前
記
の
と
お
り
、
被
告

宮
沢
ら
組
合
役
員
が
組
合
機
関
と
し
て
企
画
し
、
指
導
し
、
か
つ
実
行
し
た
本
件
違
法
争
議
行
為
に
よ
り
会
社
が
蒙

っ
た
損
害
を
賠
償
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。」
ー
前
掲
長
野
地
判
昭
和
四
二
年
三
月
二
八
日
。

社
団

の
組
織

的
単

一
性

と
機

能

を
考
え

る

と
、
社
団

は
代
表
者

の
不
法
行
為

に

つ
き
社
団
財

産

を
も

っ
て
責
任

を
負

う
べ
き

で
あ

る
と

す
る
判

例

の
立
場

は
、
充
分

理
由
が

あ

る
(6
、7
)。

な

お
、

不
法

行
為

を
行

な

っ
た
代
表

者
個
人

も
ま

た
み
ず

か
ら
そ

れ

に
つ
き
責
任

を
負

う

と

い
う
結

論

に
つ

い
て

は
異

論

は
な

い
だ

ろ

う
(臓
姪
璽
沸
騰
賦
蹴
婿
か
礁
繊
獅
噛
G
謙
酬
)。
右
判
決
も
こ
の
点
に
関
し
、

「違
法
な
争
議
行
為
に
お
い
て
、
組
合
の
機
関
と
し
て
行
動
し
た
組
合

役
員

の
行
為

は

一
面

に
お

い
て
社

団

た

る
組
合

の
行
為

で
あ

る
ほ

か
に
、
同

時

に
個

人

の
行
為

た
る
側

面

を
有

す
る

も

の
で
あ

る

か
ら

、

組
合

の
責

任

の
み

な
ら
ず

、
機

関
個
人

に
対

し
て
も

不
法

行
為
責
任

を
問

う

こ
と
が

で
き

る
も

の
と
解

す

る

の
が

相
当

で
あ

り
、

こ
の
点

と
く

に
争

議

行
為

の
場
合

に
限

り
、
民
法

に
お
け

る
社
団

の
不
法

行
為

理
論

と
別
異

に
解
す

る

こ
と

は
で
き

な

い
。
」

と

い
い
、

こ
の
こ

と
を
肯

定

し
て

い
る
。

(
1
)

か
つ
て
は
、
法
人
格
な
き
社
団
を
組
合
と
同
視
す
る
見
解
が
行
な
わ
れ
た

(菅
原
前
掲

「
権
利
能
力
な
き
社
団
」
(
二
)
五
八
～
五
九
頁
)
。
こ

の
見
解

に
よ
る
と
、
社
団
債
務
は
分
割
債
務
と
し
て
各
社
員
に
帰
属
し
、
各
社
員
は
、
各
自
の
負
担
部
分
紅
対
し
て
人
的
無
限
責
任
を
負
う
。
し
た
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が

っ
て
、
社
団

の
債
権
者

は
、
社
団
財
産

と
社
員

の
純
個
人
的

財
産

の
い
ず
れ

に
対

し
て
で
も

(
そ
の
先
後

を
問

わ
な

い
)

あ
る
い
は
、
双
方

に
対

し

て
で
も
弁
済
を
求

め
て
強
制
執
行
を
す

る
こ
と
が
で
き

る

こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、

こ
れ
は
社

団

の
実
質
を
あ
ま
り
に
無
視

し
た
議
論

と
い
う

ほ

か
な

い
。

(
2
)

ち
な

み
に
、
津
井
製
瓦
組
合
は
、
組
合
員
総
会
、
理
事
、
監
事
、
組
合
長
が

設
け
ら
れ
、

こ
れ
に
ょ
り
内
部
的
意
思
決
定
、
対
外
的
業
務
執
行

が
行
な
わ
れ
、

か

つ
組
合
事
務
所
を
置
き
組
織
的
統
制

の
下

に
定
款
所
定

の
事
業

を
行
な

い
、
対
外
的

に
も
組
合
名
義

で
取
引
行
為
を
行
な

っ
て
き

た

一
七
七
名

か
ら
な

る
団
体

で
あ

る
。
な
お
、
沖
縄
人
連
盟

に

つ
い
て
は
、

一
の
注

(
2
)
参
照
。

(
3
)

星
野
英

一
教
授

は
、
構
成
員

の
有

限
責
任
を
認

め
ら
れ
る
べ
き

団
体

で
あ
る
か
ど
う

か
は
、
団
体

に
対
す

る
債
権
者
、
団
休
構
成
員
、
構
成
員

に
対
す

る
債
権
者

の
通
常

の
期
待

と
そ
れ
を
妥
当

と
す
べ
き

か
と
い
う
観
点

か
ら
判
断

さ
れ
る
べ
き

だ
と
主
張
さ
れ
る

(伺
教
授
前
掲
書
六
七
～
六

九
頁
)。

こ
の
見
解

は
、
法
律

を
実
際
取
引

の

一
般
的
要
求

に
合
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
と
し

て
充
分
有
意
な

こ
と
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
そ

こ
で

ち

ょ
っ
と
問
題

と
な
る
の
は
、
そ
う
し
た
関
係
当
事
者

の
期
待

の
内

容
を
ど
う
や

っ
て
確
定
す
る

か
と

い
う
ご

と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
明
治

大
学
民
法
研
究
会

が
本
誌

で
試
み
た
以
上

の
大
が
か
り
な
取
引
当
事
者

の
意
識
調
査
が
望

ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

(
4
)

法
人
格

な
き
社
団

に
対
す

る
訴

は
、
社
団
財
産

の
受
託
者
た

る
代
表
者
を
相
手
方

に
.す

べ
き

で
あ
る
旨
判
示
し
て
い
る
が
、
も
し
そ
う
な
ら
、

社
団
自
体
を
訴
訟
当
事
者
と
す
る

こ
と
が
で
き

る
旨
を
定

め
る
民
訴
四
六
条

の
適
用

の
余
地
は
、
失

わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(
5
)

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
本
誌

で
小
松
助
教
授

の
ま
と
め
ら
れ
た
実
態
調
査

の
結
果

を
参
照
さ
れ
た

い
。

(
6
)

法
人
格
な
き
社
団
を
組
合

と
同
視

す
る
見
解

は
、
社
団

の
代
表
者

は
各
社
員

の
代

理
人

で
あ
る
と

こ
ろ
、
民
法
は
不
法
行
為

の
代

理
を
認

め
て

い
な

い
か
ら
、
代
表
者

の
不
法
行
為

に

つ
き
、
社
団

の
債
務

は
成
立
し
な

い
と
す
る

(菅
原
前
掲

「
権
利
能
力
な
き
社

団
」
(
二
)
六

一
頁
)
。

(
7
)

な

お
津
曲
教
授

は
、
法
人
格
な
き
労
働
組
合

の
不
法
行
為
責
任

の
問
題

は
、
商

品
交
換
過
程
上

に
生
ず

る
外
部
的

な
問
題

で
あ

っ
て
、
社

団

の

対
内
的

な
問
題
で
は
な

い
か
ら
組

合

の
規
定

の
適

用
を
受
け
、
個

々
の
行
為
者

の
み
が
損
害

賠
償

の
責
任
を
負
う

に
止
ま
る
と
し
て

い
る

(津
曲
蔵

之
丞

「
権
利
能
力

の
な

い
労
働
組
合

の
不
法
行
為
上

の
責
任
」
民
商

四
八
巻

一
号

三
頁
以
下
)。

社
団

の
内
部

関
係

に
は
社

団
法
が
、
外
部
関
係

に

は
組
合
法
が
支
配
す
る
と
し

て
、
社
団

の
権

利
関
係
を
二
重
的

に
捉
え
る

こ
と
は
そ

の
理
解
を

一
層
複
雑

に
し
、
そ

の
統

一
的

な
理
解
を
妨
げ

る

こ
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と

に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

お

わ

り

に

叢論律法
一

法
人
格

な
き
社
団

の
問
題

は
、
社
団

論
、
法
人

論

の
本
質

と
直
結

し
た
解

決

困
難

な
問
題

で
あ

る
。
そ

れ
だ

け

に
判

例
も

、
学

説
同
様

微

妙

な
差
違

を
見

せ

て
発
展

し
て
来

て
い
る

の
で
あ

る
。
現

在

に
お
い
て
も

、
部
分
的

に
は
と
も

か
く

、
法
人
格

な
き

社
団

に

つ
き

一
貫

し
た
論
理
が

生
成

さ
れ

た
と

は
、

い
う

こ
と
が

で
き

な

い
と
思

わ
れ

る
。

し
か
し
そ

プ

で
あ

っ
て
も
、
具
体

的
事
件

の
解

決

に
当

る
判

例

の
中

か
ら

、
あ

る
方
向

の
よ
う
な
も

の
を
見
出

す

こ
と
が

で
き

な

い
わ
け

で
は
な

い
。
そ

れ
は
、
取

引

上

一
つ
の
主
体

と
し

て
活
動

し
て

い
る
団
体

に

つ
い
て

は
、

そ

の
法
律
的

性
質

が
社

団

で
あ

る
か
組
合

で
あ

る
か
を
問

わ
ず
、

で
き

る
だ

け
広
く
法

的
主
体
性

を
認

め
よ
う

と
し
て

い
る

こ
と
で
あ

る
。
す
な

わ
ち
、
民
訴

四

六
条

に

い
わ
ゆ

る
社
団

に
は
、
業
務

な

い
し
財

産

の
管

理
機
…構
が
備

わ

っ
て

い
る
も

の

は
民

法
上

の
組
合

も

こ
れ
に
含

め
、
訴
訟
上

の
当
事
者
能
力

を
肯
認

し
、

ひ

い
て
そ

の
団
体

に
権

利

、
義

務

の
取

得

を
結
果

さ

せ
る
ば

か

り

で
な
く

、

よ
り
端

的

に
代
金
債

権

(前
掲
東
高
判
昭
和

二
七
年
七

月
九
n
)
あ
る

い
は
土
地

の
賃

借
権
(揃
端
煉
晴
却
相
聞
三
)
の
取
得

を
も
認

め

る

の
で
あ

る
。
団
体
活

動

が
活
発

化
す

る

に
伴

い
、
今

後

こ
の
傾
向

は

い
よ

い
よ
充

進
ず

る
も

の
と
思

わ
れ

る
。

こ
れ

は
ま
た
、
実
際

取
引

の

一
般
的
要
求

の
必

然

的
結
果

で
も
あ

ろ
う
。

他
方

こ
れ

に
反

し
、
社

団
債

務

に

つ
き
社
員

が
責
任

を
負

わ
な

い
社
団

に
は
、
民

法

上

の
組

合

は
業
務

な

い
し
財

産
管

理
機
構
が
備

わ

っ
て

い
て
も

こ
れ

に
含

め
て

い
な

い
。
組

合

と
厳

格

に
区

別
さ

れ

た
社
団

の
み

に
限

る
と
し

て

い
る

こ
と
先
述

の
ご

と
く

で
あ

る
。
そ

の

こ
と
は
、
社

団
債

務

に

つ
い
て

の
社

員

の
責

任

の
有
無

は
、
社

団

の
法
的

主
体
性

の
有

無

と
い
う

こ
と
と
は
別

個

の
観
点

、
第

三
者

と

の

利
益

調
和

と

い
う
観
点

か
ら
決

め
ら

れ
る

こ
と
を
示

し
て

い
る

の
で

は
な

い
か
と
推

測

さ
れ

る
。

つ
ま
り
、
取
引

上

の
主
体

と

し
て
活

動

し

て

い
る
団
体

は
、
民

法

上

の
組

合

で
あ

っ
て
も
法
的
主
体

性

を
承
認

さ

れ

る
と
し
て
も
、
組
合
債

務

に

つ
き

構
成
員

の
責

任

を
否
定

す



る

こ
と

に
な

る
わ
け

で
は
な

い
と

い
う

こ
と
で
あ

る
。

い
ず

れ
に
せ
よ
、
法
人
格

な
き
社

団

を
統

一
的

に
理
解

す

る
た
め

に
は
民

訴
四

六
条

の
社

団
を
基
本

的
概

念

と
し
、
社
団

の
構
成

員

の

責
任

が
認

め
ら
れ

る
べ
き
団
体

の
場
合

に
は
、

こ
れ

に
組
合

の
諸
規
定

を
類
推

適
用
す

る

こ
と
に
よ

っ
て
解

決

し
て
行

く

こ
と
が

、
も

っ

と
も
実
体

に
即
し
た
取
扱

い
で

は
な

い
か
と
考

え

る
。
今
後

の
判

例

の
進
展
が
待

た

れ
る
。

一
1例上の法人格 なき社 団
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